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（＋８８）

（　）内は前月との比較

（2016. 5. １現在）の動き

人口増減の内訳

特集

消防団、
それは地域力
撮影協力：本庄市消防団児玉方面隊第３分団第２部
４月 30 日に行われた放水訓練の様子。新たに女性団員をメンバーに加え、
新体制で地域の防災に努めようと日々訓練を行っている
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仕
事
と
消
防
団　
２
つ
の
顔

　
消
防
団
は
、
そ
れ
ぞ
れ
市
町
村

に
設
置
さ
れ
る
消
防
機
関
で
す
。

そ
し
て
消
防
団
員
は
、
普
段
仕
事

を
持
ち
働
い
て
い
る
人
が
、
火
災

や
災
害
発
生
の
際
に
自
宅
や
職
場

か
ら
現
場
へ
駆
け
つ
け
消
火
活

動
・
救
助
活
動
を
行
う
、
非
常
勤

特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。
そ

の
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
側
面

を
持
ち
、
団
員
た
ち
の
地
域
愛
の

精
神
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
活
動
は
多
岐
に
渡
る

　
消
防
団
の
活
動
は
、
火
災
時
の

消
火
活
動
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
震
や
風
水
害
が
発
生
す
れ
ば
救

助
・
救
出
に
向
か
い
、
河
川
の
氾

濫
や
堤
防
の
決
壊
を
防
ぐ
た
め
土

の
う
を
積
み
ま
す
。
幅
広
い
災
害

へ
の
対
応
力
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、

団
員
た
ち
は
日
々
訓
練
を
積
ん
で

い
ま
す
。

　
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で

は
、
消
防
団
員
が
災
害
救
助
に
向

か
う
姿
や
、
空
き
巣
被
害
を
防
ぐ

た
め
防
犯
活
動
を
行
う
な
ど
、
そ

の
活
躍
が
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
大

規
模
災
害
が
発
生
す
る
と
、
公
的

機
関
だ
け
で
行
う
救
助
活
動
に
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
実
情

を
知
り
、
災
害
が
起
こ
れ
ば
即
座

に
現
場
に
向
か
う
消
防
団
は
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
火
災
予
防
や
自
宅
を
訪

問
し
て
の
防
災
啓
発
な
ど
の
活
動

も
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
活

動
は
、
地
域
の
消
防
・
防
災
力
の

向
上
や
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
対
応
か
ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
と
、
幅
広
く
活
躍
す

る
消
防
団
は
地
域
防
災
に
欠
か
せ

な
い
存
在
で
す
。

消防団、それは地域力
Volunteer Fire Corps

大規模災害発生時、行政・消防だけで地域全域の救助に向かうことには限界があります。
そんなとき、試されるのは地域の力。

災害時に地域力の根幹を支えてくれる人たち―それが消防団です。

主な消防団行事
時期 行事
４月 辞令交付式

５月
新入団員研修、普通救命講
習、利根川水系連合・総合
水防演習視察

６月 幹部人権問題研修、土砂災
害全国統一防災訓練

７月
幹部県外研修、坂東上流水
害予防組合水防技術講習会、
消防団員基礎教育

９月 住宅用火災警報器設置推進
指導員研修、総合防災訓練

10月 児玉方面隊特別点検

11月
秋季全国火災予防運動、金
鑚神社火鑚祭、本庄方面隊
特別点検

12月 歳末特別警戒

１月
出初式、幹部教育初級幹部科､
幹部教育指揮幹部科現場指
揮課程

２月
安全安心まちづくり研修会、
基礎教育研修、幹部教育指
揮幹部科分団指揮課程

３月 春季全国火災予防運動

　消防署と消防団は、災害に対する防災の双璧です。火
災現場では、消防署と消防団が連携・協力して消火活動
を行うことで、被害を最小限に留めることができます。
　特に広範囲に及ぶ火災では、迅速に十分な消防力を投
入することが重要であり、平成 18 年に発生した児玉町
飯倉地内の林野火災では、消防団の即時対応力・要員動
員力が消火活動の大きな力となりました。
　消防署職員は、鎮火後は火災調査や次の火災に備えて
消防署に戻らなければならないため、消防団には再燃火
災防止のための現場の監視など、一連の消火活動の中で
重要な任務を担っていただいております。
　火災現場での活動のみならず、地震等大規模災害発生
時における住民情報の収集や災害時要援護者の避難誘導
など、地域の事情に精通した消防団員の役割は、益々重
要になってくるといえます。

　消防団は、地域に密着した最も身近な機動力のある防
災機関です。地域の実情を知る地域住民が、消火活動・応
急救護訓練などを通じて災害に備えるほか、地域の防災
訓練にも参加し、日々防災行動力の向上を図っています。
　災害発生時には、消防署や自主防災組織、自治会と連
携し、消火、救助・救出、警戒巡視、避難誘導などを迅
速かつ的確に行います。また、平常時は、日ごろの訓練
のほか、消防車両から警戒音を鳴らす火災予防運動や歳
末特別警戒での巡回などを行い、地域の防災意識の向上
に努めています。
　本庄市消防団は地域防災組織のリーダー的存在とし
て、「自分たちのまちは自分たちで守る」という基本理念
に基づき、３６５日昼夜を問わず、火災などの災害から、
市民の皆さまを守るため活動していきます。

消防団と消防署の連携
強化が地域を守る

自分たちのまちは
自分たちで守る

中野 三千雄さん 野口 浩さん
Michio Nakano Hiroshi Noguchi

児玉郡市広域消防本部
消防長

本庄市消防団
団長

特別点検　火災が発生しやすくなる季節を前に、本庄方面隊及
び児玉方面隊において特別点検を実施。服装及び機械器具の点検、
ポンプ車操法、放水試験などを行っている。

出初式　新年の幕開けに際し、消防関係者の
士気を高め、火災予防を呼びかけるうえでも
重要な行事。

総合防災訓練　毎年９月、市内小学校で地元自治
会、東小学校児童、消防本部、消防団、警察など関
係機関が参加し、総合防災訓練を実施。震度７の地
震が発生し、建物の倒壊や水道、ガス等のライフラ
インの破損など甚大な被害が生じたことを想定し、
非常召集訓練や放水訓練を行っている。

— 消防団の果たす役割とは何か。消防本部・消防団双方の立場から考えるその役割を聞いた —
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Message

本
庄
市
消
防
団
の
構
成

　
本
庄
市
消
防
団
は
、
消
防
団
本

部
、
方
面
隊
及
び
方
面
隊
を
構
成

す
る
分
団
か
ら
組
織
さ
れ
て
い
ま

す
。
方
面
隊
は
本
庄
方
面
隊
と
児

玉
方
面
隊
が
あ
り
、
本
庄
方
面
隊

は
７
分
団
、
児
玉
方
面
隊
は
５
分

団
の
12
分
団
で
構
成
さ
れ
、
児
玉

方
面
隊
に
つ
い
て
は
、
分
団
の
下

に
部
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
４
月

１
日
現
在
、
本
庄
方
面
隊
７
分
団
、

児
玉
方
面
隊
５
分
団
14
部
、
総
勢

３
３
８
人
で
組
織
し
、
活
躍
し
て

い
ま
す
。

　
消
防
団
員
の
階
級
は
、
団
長
、

副
団
長
、
分
団
長
、
部
長
、
班
長
、

団
員
と
な
っ
て
お
り
、
方
面
隊
長

及
び
副
方
面
隊
長
の
職
は
副
団
長

の
階
級
に
あ
る
も
の
を
充
て
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
分
団
及
び
部
の
担
当
区
域
と
、

団
長
以
下
分
団
長
ま
で
を
紹
介
し

ま
す
。

　

４
月
１
日
付
で
本
庄
市
消
防
団

初
の
女
性
団
員
が
入
団
。

　
本
庄
市
初
の
女
性
消
防
団
員
と
な
っ

た
石
森
さ
ん
は
「
本
泉
に
生
ま
れ
育

ち
、
地
域
に
愛
着
を
感
じ
て
い
ま
す

が
、
近
年
で
は
過
疎
化
が
進
み
、
活

気
も
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
地
域

貢
献
の
た
め
に
、
女
性
も
立
ち
上
が

ら
な
け
れ
ば
と
思
い
志
願
し
ま
し
た
」

と
、
地
域
へ
の
熱
い
想
い
を
語
り
ま

し
た
。

　
近
年
女
性
消
防
団
員
は
、
消
火
活

動
の
ほ
か
、
女
性
の
持
つ
ソ
フ
ト
な

面
を
活
か
し
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
宅
の
防
火
訪
問
、
応
急
手
当
の
普

及
指
導
等
に
全
国
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。「
地
域
に
は
元
気
な
女
性
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
力
で
は
男
性
に
か

な
い
ま
せ
ん
が
、
消
防
団
活
動
の
中

で
、
女
性
に
し
か
で
き
な
い
役
目
は

今
後
た
く
さ
ん
出
て
く
る
は
ず
。
地

域
を
愛
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の

あ
る
女
性
に
消
防
団
に
入
団
し
て
も

ら
い
、
共
に
地
域
を
盛
り
上
げ
活
躍

し
て
い
け
れ
ば
」
と
そ
の
意
気
込
み

を
み
せ
ま
し
た
。

　
私
が
消
防
団
に
入
っ
た
の
は
、
子
ど
も

の
頃
に
父
が
消
防
団
員
と
し
て
活
動
し
、

昼
夜
を
問
わ
ず
火
災
発
生
時
に
出
動
し
て

い
く
姿
を
見
て
、
い
つ
か
は
自
分
も
同
じ

よ
う
に
地
域
の
た
め
に
活
躍
し
た
い
と
思
っ

て
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　
消
防
団
活
動
を
し
て
い
て
や
り
が
い
を

感
じ
る
瞬
間
は
、
消
防
車
で
の
巡
回
等
活

動
を
す
る
中
で
、
地
元
の
方
々
に
『
ご
苦

労
様
』
と
か
『
巡
回
の
時
、
消
防
車
の
鐘

の
音
が
聞
こ
え
る
と
本
当
に
あ
り
が
た
い

と
思
う
よ
』
と
言
わ
れ
る
時
で
す
。
そ
う

い
っ
た
言
葉
を
聞
く
と
、
活
動
を
し
て
い

て
良
か
っ
た
な
と
思
え
ま
す
。

　
ま
た
、
優
し
い
先
輩
団
員
や
役
員
の
方
々

の
お
か
げ
で
良
い
活
動
が
で
き
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ア
ッ
プ
に
も
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
入
団
し
て
い
な
い
、
又
は
入
団
を
検
討

し
て
い
る
人
は
、
今
は
消
防
団
活
動
を
『
厳
し

い
・
大
変
』、『
仕
事
を
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く

の
は
無
理
』
と
か
、
心
の
奥
底
で
『
自
分
に
は

縁
の
な
い
こ
と
』
と
お
考
え
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
自
分
の
住
む
地
域
に
、
消
防
団
活

動
を
通
じ
て
貢
献
す
る
こ
と
は
大
切
で
す
。

　
災
害
が
発
生
す
れ
ば
、
自
分
達
で
地
元
を
守　
　
　

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
近
年
の
自
然
災
害
を
含　
　

　
　
め
た
災
害
発
生
時
に
、
す
ぐ
さ
ま
行
動
し　
　

　
　
て
い
た
の
は
近
所
の
人
々
や
地
元
消
防
団

　
　
員
で
す
。
私
は
消
防
団
活
動
を
通
じ
て
、　

　
　
改
め
て
消
防
団
の
大
切
さ
に
気
付
き
ま
し　
　

　
　
た
。
そ
し
て
、
私
に
も
で
き
る
地
域
貢
献

　
　
の
場
が
消
防
団
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
ま
た
、
活
動
す
る
中
で
旧
友
と
の
再
会

　
　
や
、
新
た
な
仲
間
を
増
や
せ
る
チ
ャ
ン
ス

　
　
も
あ
り
ま
す
。
少
し
の
時
間
を
、
私
達
と

　
　
一
緒
に
活
動
し
、
地
域
の
重
要
な
役
割
を

　
　
担
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま
ず
は
新
た
な
一

　
　
歩
を
踏
み
出
し
、
一
緒
に
活
動
で
き
る
こ

　
　
と
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
消
防
団
活
動
に
は
、
自
治
会
の
み
な
さ

　
　
ん
や
家
族
、
そ
し
て
何
よ
り
勤
務
先
の
ご

理
解
も
重
要
で
す
。
私
は
、
勤
務
先
の
看
板
も

背
負
う
と
い
う
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
ん

だ
と
い
う
気
持
ち
で
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
達
が
い
つ
被
災
者
に
な
る
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
の
時
に
助
け
て
く
れ
る

の
は
地
域
の
人
々
や
地
元
消
防
団
員
で
す
。
私

達
消
防
団
員
も
、
災
害
時
、
い
ち
早
く
現
場
に

出
動
で
き
る
よ
う
常
に
意
識
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
地
域
貢
献
活
動
へ
の
ご
協
力
、
ご
配
慮

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

市内で活躍する
消防団員たち

消防団員の
メッセージ

本庄市初の女性消防団員に聞く

今こそ地域のため、女性が立ち上がるとき

職場の応援が消防活動の活力になる

消防団活動を応援する事業所に表示証を交付

あなたも地域防災の担い手に

消防団員を募集

団
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

野
口 

浩　

副
団
長
（
本
庄
方
面
隊
長
）　

  

渡
邊 

豊　

副
団
長
（
児
玉
方
面
隊
長
）　

  

眞
塩 

啓
治

副
団
長
（
本
庄
副
方
面
隊
長
）  

井
上 

賢
一

副
団
長
（
本
庄
副
方
面
隊
長
）  

茂
木 

通
信

副
団
長
（
児
玉
副
方
面
隊
長
）  

丸
山 

克
也

副
団
長
（
児
玉
副
方
面
隊
長
）  

設
楽 

明
弘

《
本
庄
方
面
隊
》

第
１
分
団
長　
冨
田 

雅
寿
【
宮
本
町
・
泉
町
・　

　
上
町
・
照
若
町
】

第
２
分
団
長　
坂
口 

真
【
仲
町
・
本
町
・
台　

　
町
・
諏
訪
町
・
朝
日
町
】

第
３
分
団
長　
磯
野 

孝
博
【
七
軒
町
・
末
広　

　
町
・
南
本
町
】

第
４
分
団
長　
新
井 

茂
夫
【
藤
田
地
区
】

第
５
分
団
長　
茂
木 

伸
夫
【
仁
手
地
区
】

第
６
分
団
長　
堀
口 
義
明
【
旭
地
区
】

第
７
分
団
長　
萩
原 
忠
男
【
北
泉
地
区
】

《
児
玉
方
面
隊
》

第
１
分
団
長　
荒
井 

嘉
之
【
第
１
部　
長
浜

　
町
・
鍛
冶
町
・
上
町
・
仲
町　
第
２
部　
　

　
新
町
・
連
雀
町
・
本
町　
第
３
部　
下
町
】

第
２
分
団
長　
廣
瀬 

和
好
【
第
１
部　
第
一

　
金
屋
・
第
二
金
屋
・
第
三
金
屋　
第
２
部　

　
長
沖
・
高
柳　
第
３
部　
飯
倉
・
宮
内　

　
第
４
部　
塩
谷
・
保
木
野
・
田
端
】

第
３
分
団
長　
山
口 

善
彦
【
第
１
部　
太
駄

　
上
・
太
駄
中
・
太
駄
下　
第
２
部　
河
内
・

　
稲
沢
・
元
田
】

第
４
分
団
長　
堀
口 

幸
宏
【
第
１
部　
秋

　
山
・
風
洞　
第
２
部　
東
小
平
・
西
小
平
】

第
５
分
団
長　
根
岸 

良
仁
【
第
１
部　
蛭

　

川
・
下
浅
見
・
高
関　

第
２
部　

上
真

　

下
・
共
栄
・
下
真
下　

第
３
部　

吉
田

　

林
・
入
浅
見
】

石森 千加さん

今井 康貴さん

Chika Ishimori

Yasutaka Imai

本庄市消防団児玉方面隊
第３分団第２部・ネイリスト

本庄市消防団児玉方面隊
第３分団第２部・会社員

Interview

勇気を持って踏み出せば
地域のためにできることがある

▶認定基準
○従業員が消防団員として２人以上入団している
○従業員の就業時間中における消防団活動に積極
　的に配慮している
○災害時に事業所の資機材を消防団に提供するな
　ど協力をしている
○その他地域の消防防災体制の充実強化に寄与し
　ているなど、市長が特に優良と認める

　本庄市消防団ではさまざまな職種、幅広い年齢層の人が消防団員と
して活躍しています。あなたも地域防災の要として活動しませんか。
▶入団資格
　　18 歳以上で心身ともに健康な市内在住・在勤者
※入団方法は危機管理課へお問い合わせください。
※女性消防団員も募集しています。
★危機管理課☎�１１８４

▶申請方法
　申請書に必要事項を記入のうえ、次の①～④の
　書類を添付し危機管理課（市役所３階）へ提出
①会社案内・パンフレット
②協力内容が具体的に分かる書類
③再申請の場合は前回表示証
④その他審査に必要な資料
★危機管理課☎�１１８４ 表示証を設置することで、消

防団活動への協力が社会貢献
として広く認められます。



診の受け方健
予約受付期間（右表参照）内に
下記電話番号から予約してください。

予約受付専用電話番号（無料）

☎０１２０―２８６３８７　

受付時間
午前９時～午後５時 15 分（平日のみ）
※各予約受付開始日から３日間のみ、午後７時まで。

Health checkup 健康診査
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ん
に
次
い
で
多
い
死
因
で
あ
る

　
　
　
心
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
の
要
因　
　
　

　
　
　
と
な
る
動
脈
硬
化
。
内
臓
脂
肪

型
肥
満
に
加
え
て
、
高
血
圧
・
高
血
糖
・

脂
質
異
常
の
い
ず
れ
か
２
つ
以
上
併
せ

持
っ
た
状
態
を
内
臓
脂
肪
症
候
群
（
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
と
い
い
、

そ
の
状
態
は
、
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
、

命
の
関
わ
る
病
気
を
招
く
危
険
性
を
高

め
ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
又
は
そ
の
予
備
群
と
考
え
ら
れ
る
人

は
、
男
女
と
も
40
歳
以
上
が
多
く
、
男

性
で
は
半
数
、
女
性
も
５
人
に
１
人
と

い
う
割
合
に
達
し
て
い
ま
す
（
平
成
19

年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
結
果
よ
り
）。

特
定
健
診
で

メ
タ
ボ
の
早
期
発
見
・
改
善

　
特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
又
は
メ
タ
ボ

予
備
群
の
人
を
特
定
し
、
将
来
の
重
症

化
を
防
ぐ
こ
と
を
中
心
に
、
生
活
習
慣

の
見
直
し
の
き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
特
定
健
康
診

査
の
結
果
、
メ
タ
ボ
又
は
そ
の
予
備
群

と
特
定
さ
れ
た
人
に
は
、
特
定
保
健
指

導
を
実
施
し
、
生
活
習
慣
の
改
善
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
「
私
は
健
康
だ
か
ら
大
丈
夫
」「
自
分

は
太
っ
て
な
い
か
ら
大
丈
夫
」
と
思
っ

て
い
て
も
、
自
覚
症
状
な
く
病
気
が
進

行
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
自

分
の
た
め
、
大
切
な
人
の
た
め
、
定
期

的
に
健
診
を
受
け
て
自
分
自
身
の
健
康

状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

生活習慣病を早期発見

健診と一緒に検診も（全日程で受診可能）

特定健康診査
後期高齢者健康診査を
受けましょう

はにぽんチャレンジ対象事業

 ★本庄市保健センター☎�２００３

対象者　

①本庄市国民健康保険 ( 本庄市国保 ) の加入者で、平成 29 年３
　月 31 日までに満 40 歳以上となる人
※４月２日以降に本庄市国保加入手続きをして受診を希望する人（平成
28 年４月１日以降に本庄市国保加入前の医療保険者で受診済の人は除
く）は、本庄市保健センターへお問い合わせください。
②後期高齢者医療制度の被保険者
費　用　無料

〈予約受付の注意事項〉
・予約受付専用電話番号での予約締め切りは、９月
　30日までとなります。10月以降のお問い合わせは
　本庄市保健センターまで。
・本庄市保健センターや健診会場窓口での予約受付
　は行っておりません。
・各予約受付開始日は、電話回線の混雑が予想され
　ます。オペレーターとは別に、機械音声ガイダン
　スによる待ちの回線を用意しています。前の人の
　予約申込が終わり次第、オペレーターに切り替わ
　りますので、電話を切らずにお待ちください。

肺がん・結核検診
※肺がん検診のみの受診はできません。
対象　特定健康診査・
　　　後期高齢者健康診査受診者
費用　胸部レントゲン　２５０円
　　　喀

かくたん
痰　４５０円（必要な人のみ）

用意　肺がん検診受診券・検診料

Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス検診
対象　平成28年度中に40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・
　　　65歳・70歳になる人のうち、過去に肝炎ウイルス検
　　　診を受けたことがない市内在住者
費用　無料　　
用意　問診票（特定健診等を申し込んだ対象者に送付)
※社会保険に加入の人も、Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルス検診は受け
ることができます。ただし、その場合は、本庄市保健センター
会場のみの実施となり、事前の予約が必要です。希望者は、日
程を確認のうえ、本庄市保健センターにお申し込みください。

健診項目　
基本的な健診の項目

詳細な健診項目

職場で健診を受ける、又は受ける予定の人
　本庄市国保の加入者で、職場で健診を受診する人は、健診結
果の提出にご協力をお願いします。結果を提出していただくこ
とで、今後の健康づくりのお手伝いをします。
※特定健診等を受診する人は、予防検診（人間ドック）助成金交付は利
用できませんので、ご注意ください。なお、予防検診助成金については、
保険課（☎�１１１６）へお問い合わせください。

項目 内容
問診 服薬歴及び喫煙習慣など
診察 身体診察
身体計測 身長・体重・ＢＭＩ・腹囲
血圧測定 最高血圧・最低血圧

血
液
検
査

脂質検査 中性脂肪・ＨＤＬコレステロー
ル・ＬＤＬコレステロール

肝機能検査 ＧＯＴ・ＧＰＴ・γ－ＧＴＰ
血糖検査 ヘモグロビンＡ１ｃ
腎機能検査 尿酸・クレアチニン・ｅＧＦＲ

尿検査 尿糖・尿たんぱく

心電図検査 医師の判断で、実施される
項目ですが、希望者は受け
ることができます。眼底検査

“あなた”の健康は
 あなたのためだけでなく
 あなたを思う

“あの人”にとっても
 大切なものです

まずは電話で予約　

会　場 日　程

セルディ
予約受付期間
６月６日㈪～９月30日㈮

６
月 21日㈫～25日㈯

７
月 19日㈫～22日㈮

９
月 27日㈫～30日㈮

本庄市保健センター
予約受付期間
６月13日㈪～７月１日㈮

６
月 27日㈪～30日㈭

７
月 １日㈮、２日㈯

本庄市保健センター
予約受付期間
７月４日㈪～９月16日㈮

８
月 29日㈪～31日㈬

９
月

１日㈭～３日㈯
５日㈪～９日㈮
12日㈪～16日㈮

市役所６階大会議室
予約受付期間
７月19日㈫～９月30日㈮

10
月 ３日㈪～７日㈮

　健診受付時間：午後１時～２時
　用　　　　意：特定健診等受診券・健康保険証

特定健康診査・健康診査日程 が

対象者には、受診券（中身がわからないように貼り合わ
せたはがき）を発送しました。受診券が発送された人で
も対象とならない場合があります。詳しくは、 受診券を
ご覧ください。



生ごみ水切りモニターを募集

み
ん
な
の
地
球

た
っ
た
そ
れ
だ
け
の
こ
と

そ
れ
が
大
き
な
力
に
変
わ
る
生ごみの
水切り推進
★環境推進課
　☎�１１７２

　本庄市では、１日平均で約 48ｔの可燃ごみが
家庭から出されています。その可燃ごみのうち
約40％を生ごみが占め、その生ごみの重量のう
ち約80％が水分といわれています。
　そのまま排出すると多くの水をごみとして処
理していることになります。

　　　庭でもっと手軽に水切りに取り組んでもらうために、家庭用品の開発、
　　　製造、販売に数多くの実績を有する市内企業の㈱カインズと協定を締結
し、官民協働で新しい生ごみ水切り器を開発しています。今後、市民モニター
からの意見などを踏まえ、９月頃に低価格で使いやすい水切り器の第１弾の販
売を目指していきます。
▶︎協定締結式にて㈱カインズ代表取締役社長 土屋裕雅氏(左)と記念撮影。

　昨年から開発を始め、社内アン
ケートなどの結果から三角コーナー
を置いていない家庭でも使えるよう
に、ネットにためた生ごみの水分を
搾り取る水切り器を作成しています。

　現在㈱カインズと共同開発中の生ごみ水切り器を、あなたの声
でもっと良いものにしませんか。水切り器の試作品を利用した水
切り効果や感想などのアンケート調査にご協力いただけるモニ
ターを募集します。
募集人数　１００人（先着順）　
募集期間　６月８日㈬～６月29日㈬
応募資格　市内在住者　※１世帯１人まで。
内　　容　①提供した水切り器で２週間程度生ごみの水切りをする
　　　　　②７月15日㈮までにアンケートを市へ提出する
　　　　　※水切り器は返却不要です。
 報　　酬　無報酬
応募方法　氏名（ふりがな)・住所・電話番号を記入のうえ、
              ファックス・電子メールを送信又は電話・直接応募先へ
応 募 先　 環境推進課（市役所４階)
　　　　  ☎�１１７２・蕭�１２４８・　 kankyo@city.honjo.lg.jp

　生ごみ水切り運動の普及啓発活動の一環として、
生ごみの減量や水切りを呼びかける標語の募集を行います。
応募資格　小学生以上の市内在住・在勤・在学者
応募点数　１人何作品でも(自作の未発表の作品に限る)
応募方法　応募用紙に必要事項を記入のうえ、
　　　　　郵送・ファックス・電子メール・持参のいずれかで応募先へ
　　　　　※応募用紙は環境推進課(市役所４階)及び環境産業課(アスピアこだ
　　　　　ま内)で配布又は市ホームページからもダウンロードできます。
応 募 先　〒３６７－８５０１　本庄市本庄３－５－３　本庄市役所環境推進課
　　　　　※電話番号などは上の記事の応募先と同じです。
応募締切　７月11日㈪（当日消印有効）
応募部門　小・中学生の部　一般の部（高校生以上）
表　　彰　最優秀賞１作品、各部門それぞれ優秀賞３作品
　　　　　※入選作品は、授賞式で記念品を贈呈します。また、最優秀作品は
　　　　　各種広報啓発活動に使用します。

　PET樹脂でできた試作品は、持つ方の面はザラザラと滑りに
くく、生ごみと接する面はツルツルと汚れが付きにくくなって
います。また、女性の手でもしっかりフィットするよう少し小
さめに。水切りが少しでも楽しくなるように丸みを帯びたやわ   
         らかいデザインになっています。
　         今後、市民のみなさんのご意見をいただきながら、     
       より多くの人に使ってもらえるよう、簡単で手頃な水切 
        り器を作成していければと思います。

①収集車両の燃費低下：水分を多く含む生ごみ
　は重くなり、ごみを運搬する際に収集車両の
　燃費を低下させます。
②焼却率低下：水分量が多いため、ごみを燃や
　す際に焼却効率が下がります。
③不快な悪臭：夏場などは特に不快な臭いが発
　生し、収集所でカラスや猫などの動物にごみ
　が荒らされる原因にもなります。

水切りを行うだけで、生ごみの約10％の重量を減らすことが
できます。重量が減ることにより、収集車両の燃費とごみ焼
却の効率が上がり、地球温暖化の要因でもあるCO2（二酸化炭
素）の削減につながります。また、悪臭・腐敗の防止にも効
果があります。

野菜の皮や食材の使わないところは、洗う前
に切り落とし直接ごみ袋へ捨てる。

水のかからない場所に置いたり、新聞紙等に広
げたりして、一定時間放置してから捨てる。

排水口や三角コーナーには水切りネット等を
使い、ごみ袋に入れる前にひとしぼりする。

生ごみを出さない工夫も大切です。「食材を買い過ぎない。最
後まで使い切る。食べ残しをしない。」など日々の買い物や料
理の際にこれらを意識することは、家計の節約にもなります。

収集車両の排気ガスや
ごみの焼却エネルギー
が増加し、地球温暖化
の原因に！

市内の全家庭で
水切りを行うと・・・

１日当たり
　　　  約２t の重量削減

生ごみの80％が水分？

10％

水切りしないとどうなるの？

水切りをするだけで・・・

生ごみを
　軽くするためのポイント

濡らさない

乾燥

絞る

㈱カインズと生ごみ水切り器を共同開発中

あなたの声でもっと良いものに生ごみの水切りをもっと手軽に手頃に

家

Interview

あなたの言葉が誰かの気づきに（標語募集）  　　

㈱カインズ　開発担当
石原　聖二さん

 

水
切
り
で

　 

減
っ
た
ご
み
量

　
　
　
　 

増
え
た
笑
顔

▲円錐型に丸めて使用。販売
　価格は98～198円 を 想 定 ｡  
 （意匠登録出願中）

その他の可燃
ゴミ：約 29 t

生ごみ
全体：約 19 t
内水分：約 15 t

１日当たりの可燃ゴミの排出量（市内の家庭）

約 48 t

この重さが
全部水分!!
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・耐震診断の補助対象者本人又は１親等以内の親族が
　所有していること
●補助金額
　耐震診断に要した費用の２分の１以内（上限５万円）

■耐震改修補助金
●対象建築物
・耐震診断補助金交付制度の対象建築物に該当した建
　築物であること
・耐震診断による上部構造評点が1.0未満と診断された
　建築物であること
●補助の対象となる耐震改修
・建築士事務所に所属する建築士が耐震改修設計を行
　うこと
・耐震改修の設計図は、耐震改修実施後の耐震診断で
　所定の構造強度が得られることが確認できるもの
・耐震改修工事の工事監理及び現場検査を建築士事務
　所に所属する建築士が行うこと
●補助金額
　耐震改修工事に要した費用の15.2％（上限20万円）

　昭和56年の建築基準法改正以前に着工された木造住
宅の耐震診断及び耐震改修を行う費用の一部につい
て、次のすべての要件を満たす居住者に予算の範囲内
で補助金を交付します。なお、耐震診断・耐震改修の
補助金を受けるためには、業者との契約及び工事等を
行う前に所定の手続きが必要となります。
▶補助対象者
・対象建築物に居住し、市税を完納している人（居住
　者と所有者が異なる場合は、所有者も市税を完納し
　ていること）
・申請年度の２月末日までに補助金の交付を請求でき
　ること

■耐震診断補助金
●対象建築物
・市内にある木造住宅で、昭和56年５月31日以前に工
　事に着手された一戸建ての住宅又は店舗部分が２分
　の１未満の併用住宅であること
・昭和56年６月１日以降に増改築をしていないこと
・地階を除く階数が２以下であること

　５月６日に共栄１３８－１付近の市道工事現場で発
見された不発弾の処理を行います。
●日時　　　６月25日㈯　午前９時30分～
●処理内容　信管の取り外し及び不発弾の撤去
●避難区域　不発弾から300メートル以内の区域
●交通規制　午前８時から不発弾処理作業完了まで避
　　　　　　難区域への立入が制限されるため、全面
　　　　　　通行禁止となります。

■避難区域のみなさんへ
　避難区域にお住まいの人は、区域外に避難していた
だきます。避難については、市職員が戸別に訪問し、
詳細を説明させていただきます。
●避難時間　午前８時から不発弾処理作業完了まで
●避難所　　避難所の利用希望者のために、当日、上
　　　　　　里町多目的スポーツホール（上里町大字
　　　　　　七本木 3202-2）を避難所として開設します。

■避難対象区域

お知らせ

お知らせ

▶あなたのお住まい安全ですか？

▶本庄市共栄の不発弾

★建築開発課☎�１１４０

★危機管理課☎�１１８４

木造住宅の耐震診断・改修補助金のお知らせ

不発弾の処理に伴う避難と交通規制について

Information ほんじょうインフォメーション

た山車の形式で、秩父地方と児玉地方の結びつきを示
しています。人形は神功皇后で、人形座は上下に稼働
します。本市の民俗学上貴重な資料の一つです。

■児玉本町の山車
　明治 33 年（推定）に建造され、秩
父型屋台と江戸型人形山車の特徴を
取り入れた児玉型山車です。この山
車は児玉型山車といいながらも構造
が仲町の山車とは若干異なり、児玉
上町の山車と似ています。児玉上町
の山車が人形座の上下機構を持たず、屋根の上に三段に
構えて高々と乗せていたのに対し、同様に屋根の上に人形
座を設けていますが一段としています。これは市街地の電
線を考慮して低くしたと思われ、時代の変化に応じて児玉
型山車が変化していったことを示す好例となっています。

■絹本着色 清拙正澄画像
　清拙正澄は鎌倉時代末期に中国の元よ
り渡来した禅宗僧で、鎌倉建長寺・円覚
寺、京都建仁寺・南禅寺などの住職を務
めました。
　清拙正澄画像は本庄の開善寺所蔵のも
ので、本庄城主小笠原氏ゆかりの絵画で
あり、中世後期の優れた作品として極め
て重要な文化財です。

　市指定文化財の「清拙正澄画像」が、３月９日に県指定文化財に指定されました。また「児玉仲町の山車」と「児玉本
町の山車」が３月29日に市指定文化財に指定されました。

７月９日㈯　▶　８月２日㈫  　※日曜日閉館　
時間：午前 10 時〜午後４時
会場：早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンター２階　情報資料室

■児玉仲町の山車
　明治25年に建造され、小前田村
の大工藤井作次郎の手により完成
したものです。東石清水八幡神社
の例大祭の附祭りで曳き廻すため
に造られました。秩父型屋台と江
戸型人形山車の特徴を組み合わせ

■オープニングセレモニー
　日時：７月９日㈯　午後１時開式
　ゆるキャラグッズを先着 100 人の子どもにプレゼント
■公開講座
●７月２日㈯　講師：丸山　修　先生（上里町教育委員会）
　「上里町藤木戸条里と田中遺跡群」
●７月９日㈯　講師：川尻　秋生　先生（早稲田大学教授）
　「古代の北武蔵一郡（評）家から将門まで」
●７月16日㈯　講師：金子　彰男　先生（神川町教育委員会)
　｢神川町皂

さいかちはら

樹原遺跡と古代の賀美郡・児玉郡」
《各講座共通》
時間：午後２時～３時30分　　定員：100人程度
会場：早稲田リサーチパーク・コミュニケーション　
　　   センター３階レクチャールームⅠ
※開場は30分前です。直接会場へお越しください。

■ギャラリートーク（展示解説）
　日時：７月９日㈯・16日㈯　
　　　　午後３時30分～４時30分
■ワークショップ「はにわを作って古代を知ろう」
　日時：７月23日㈯・30日㈯　各日午後１時～４時30分
　講師：田中　宏昭　先生（本庄土器埴輪友の会）
　　　　井上　裕一　先生（早稲田大学）
　対象：小･中学生（児童のみの参加は小学５年生以上）
　定員：各日15人（先着順）
　参加費：無料
　申込：６月８日㈬から、住所・氏名・年齢・連絡先
         （電話番号又はメールアドレス）を記入のうえ、
　　　　ファックス又は電話で本庄早稲田国際リサーチ
　　　　パークへ

イベント

お知らせ

▶本庄早稲田の杜地域連携展覧会 2016

▶県指定文化財、市指定文化財

★（公財）本庄早稲田国際リサーチパーク☎�７４５５・蕭�７４６５

★文化財保護課☎�１１８６

古代のこだま地域　～奈良・平安時代のくらし～

新たに文化財に指定されました

300m
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介護介護
CareCare

②介護保険負担限度額認定
　介護保険で施設サービスや短期入所（ショートステ
イ）を利用した場合に、居住費や食費の負担が軽減さ
れる制度です。
　平成28年８月から、食事・部屋代の利用者負担段階
の判定に用いる収入には、課税年金収入に加え、非課
税年金（遺族年金と障害年金）収入も含めて判定する
こととなります。
対象　介護認定を受けていて、次の要件を満たす人 
（生活保護受給者を含む）
○平成28年度の住民税について、別世帯の配偶者
（事実婚の配偶者含む）及び世帯全員が非課税の人
○預貯金等が単身の場合１千万円以下、夫婦の場合は
　２千万円以下の人
用意　平成27年度の介護保険負担限度額認定証、預
　貯金通帳の写し（申請日にできるだけ近い時点のも
　の)、価格評価が容易なもの（有価証券、投資信託
　等）については資産評価を確認できる書類（入手が
　容易なものに限る)、印鑑（朱肉を使うもの）

▶利用方法
　ご利用はこちらから。
　http://fishbowlindex.net/honjo/

④児玉地域包括支援センター
　日程　毎月第１月曜日（１月のみ第２月曜日）
　会場　児玉地域包括支援センター
　住所　児玉町金屋１３０２－１
　　　　☎�１５４５

《①～④共通》
　時間　午後２時～４時
　対象　市内在住者
　申込　直接各包括支援センターへお問い合わせく
　　　　ださい｡

★介護保険課☎�１７２２

★介護保険課☎�１７２２

《認知症簡易チェックシステムのご利用にあたって》
・利用料は無料ですが、通信料は自己負担となり
　ます。
・個人情報の入力は一切不要です。
・医学的診断をするものではありません。結果に
　かかわらず、ご心配のある人はお早めにご相談
　ください。

①介護保険利用者負担金助成制度
　介護認定を受けている人が介護保険の居宅サービ
ス等を利用した場合に、利用者負担金の一部を助成
する制度です。
対象　介護認定を受けていて、平成28年４月１日時
　点で次の要件を満たす人（生活保護受給者を除く)
○平成28年度の住民税が世帯全員非課税で老齢福祉
　年金を受給している人…利用者負担金の２分の１
　を助成
○平成28年度の住民税が世帯全員非課税の人…利用
　者負担金の４分の１を助成
≪次のサービスは対象となりません≫
・認知症対応型共同生活介護（グループホーム）
　サービス
・特定施設入居者生活介護（有料老人ホーム等）　
　サービス
・別の減額制度等により、利用者負担金が減額に
　なっているもの
用意　対象者名義の通帳、印鑑（朱肉を使うもの)

●認知症とは
　認知症は、脳の障害によって「記憶する」「時・
場所・人などを認識する」「計算する」などの認知
能力が低下し、日常生活を送ることが困難になる病
気です。加齢に伴う物忘れとは異なります。

●「これって認知症？」「わたしも認知症？」
　チェックシステムは「これって認知症？」「わた
しも認知症？」の２種類があります。
 「これって認知症？」は、身近な人の状態を
チェックでき、「わたしも認知症？」は、自分の状
態をチェックすることができます。
　チェックした結果とともに、相談
先などの情報が表示されます。

①本庄西地域包括支援センター
　本庄市社会福祉協議会
　日程　毎月第４金曜日（12月のみ第３金曜日）
　会場　はにぽんプラザ
　住所　銀座１－１－１　　☎�７０８８
②本庄東地域包括支援センター　安誠園
　日程　毎月第３木曜日
　会場　安誠園
　住所　小和瀬１６６６　　☎�６２６２
③本庄南地域包括支援センター　シャローム
　日程　毎月第３金曜日
　会場　シャローム
　住所　今井１２５１－１　☎�９５８０

日時　６月29日㈬　午前10時～正午
会場　共和公民館
講師　児玉地域包括支援センター職員 
定員　50人（先着順）
託児　９人（１歳以上・要申込・先着順）
※１歳未満のお子さんは同席で参加できます。

費用　無料
申込　６月８日㈬から電話で下記へ
※受付時間：日曜日を除く午前10時～午後４時

★コープみらい　コーププラザ深谷
　　　　　　　　☎０４８－５７２－８８８６

《①②共通》
受付期間　６月20日㈪～７月29日㈮（土・日・祝日を除く）
受付場所　介護保険課（市役所１階)、市民福祉課（アスピアこだま内）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★介護保険課☎�１７１９、市民福祉課☎�１３３３

介護保険の利用者負担金助成制度・
負担限度額認定の申請（更新）を忘れずに

認知症簡易チェックシステムのサービスを開始しました

認知症サポーター養成講座を開催します

認知症個別相談会を開催します

現在、この制度を利用している人は、有効期間が７月末となっています。引き続き利用する場合は、
再度手続きが必要です。忘れずに申請してください。

パソコンやスマートフォンなどを使って簡単に認知症チェックができるシステムのサービスを
開始しました。

認知症サポーターとは、認知症を正しく理解し、認知症の人や家族を暖かく見守る「応援者」です。
私たちができる支援を一緒に考えてみませんか。

歳とともに誰でも物忘れをしやすくなります。認知症を心配される人は、市内地域包括支援センター
による個別相談会でぜひご相談ください。

高齢者虐待に気づいたら、通報することが義務です！

みんなで防ごう 高齢者虐待
虐待に気づいたら・・・下記にご連絡ください
　虐待を止めることは、高齢者を守るとともに、虐待をしている養護者のためにも必要なことです。
　　◆本庄市役所介護保険課　　　　　　　　　　　　　　　　　☎�１７２２
　　◆本庄東地域包括支援センター　安誠園　　　　　　　　　　☎�６２６２
　　◆本庄西地域包括支援センター　本庄市社会福祉協議会　　　☎�７０８８
　　◆本庄南地域包括支援センター　シャローム　　　　　　　　☎�９５８０
　　◆児玉地域包括支援センター　　　　　　　　　　　　　　　☎�１５４５

本庄市高齢者虐待防止ネットワーク会議
　市では、「本庄市高齢者虐待防止ネットワーク会議」を設置し、高齢者に対する虐待の防止のための
方策や支援について話し合っています。
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連
絡

く
だ
さ
い
。

　

８
月
請
求
分
よ
り
「
み
ず
ほ
銀

行
」
で
も
口
座
振
替
が
で
き
ま
す
。

【
口
座
振
替
取
扱
金
融
機
関
】

　

埼
玉
り
そ
な
銀
行
、
り
そ
な
銀

行
、
群
馬
銀
行
、
足
利
銀
行
、
武

蔵
野
銀
行
、
東
和
銀
行
、
し
の
の

め
信
用
金
庫
、
埼
玉
縣
信
用
金
庫
、

埼
玉
信
用
組
合
、
中
央
労
働
金
庫
、

埼
玉
ひ
び
き
の
農
業
協
同
組
合
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）、
ア

イ
オ
ー
信
用
金
庫
、
佐
波
伊
勢
崎

農
業
協
同
組
合
、
み
ず
ほ
銀
行

（
８
月
か
ら
）

※
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又

は
水
道
課
へ 「じゃ口から　

　  安心とどけ　
　　  未来まで」

６月１日～７日は水道週間です

　東日本大震災による断水などの水道被害を教訓に、安全でおいしい水道水を供給することに加え、
災害に強い水道づくりが求められています。
　市では安全・安心な水道水の安定供給・水質確保のため、定期的に水質の検査を行い、老朽化し
つつある施設や管路の整備を計画的に進めています。このような事業の費用は主に皆さまからの水
道料金で賄われています。
　・市のホームページにも水質検査結果、水道Ｑ＆Ａなどを掲載していますのでご覧ください。
　・転入や転出のときには電話のほかに、インターネットでの電子申請もできます。　　　　

★水道課☎�２１５１

水道
Water

第 57 回水道週間スローガン

　　　　　　　　徴収・収納事務委託先のお知らせ ★会計課☎�１１１７
　平成28年度の市税等の徴収・収納事務を下記のとおり委託しました。
委託期間　４月１日～平成29年３月31日

受託者氏名
（受託者名及び代表者名）

受託者住所
（受託者所在地） 委託事務内容　

㈲関東興業
取締役　新井和夫 本庄市小島２−６−14

一般廃棄物（粗大ごみ）処理手数料収納事務㈱第一総業
代表取締役　三浦信一 本庄市今井1130−２

公益社団法人
本庄市シルバー人材セン
ター副理事長　荒井一夫

本庄市小島南
１−８−４

本庄市市民活動交流センター使用料徴収事務
本庄市勤労青少年ホーム使用料収納事務
本庄駅自転車駐車場使用料収納事務
児玉中央公民館・児玉文化会館使用料収納事務
文化財有償刊行物販売収納事務
市民体育館使用料収納事務

清香園・東京ドームス
ポーツ共同体㈱清香園　
代表取締役　阪上清之介

本庄市朝日町
３−22−４ 小中学校体育施設使用料収納事務

㈱日本ウォーターテックス
代表取締役　増田眞理

埼玉県幸手市
緑台１−19−11

水道料金・下水道使用料及び農業集落排水処理施設使用料
収納事務

㈱電算システム　　　　
常務取締役執行役員事業
本部長　松浦陽司

岐阜県岐阜市日置江
１−58

水道料金・下水道使用料及び農業集落排水処理施設使用料
をコンビニエンスストアの店舗を通じて収納する事務

りそな決済サービス㈱　
代表取締役　阿部光男

東京都中央区日本橋
茅場町１−10−５

市税をコンビニエンスストアの店舗を通じて収納する事務
保育料・利用者負担額をコンビニエンスストアの店舗を通
じて収納する事務
後期高齢者医療保険料をコンビニエンスストアの店舗を通
じて収納する事務
介護保険料をコンビニエンスストアの店舗を通じて収納す
る事務

ヤフー㈱
代表取締役　宮坂学

東京都港区赤坂
９−７−１

ふるさと本庄応援寄附金をポータルサイト内でクレジット
カード決済により代理収納する事務

　

水道水の水質検査の結果をお知らせします（平成 27 年度）

検査項目 水質の基準 検査結果
本庄地域 児玉地域

大腸菌 検出されないこと 検出されず 検出されず
ナトリウム及びその化合物 200mg/ℓ以下 18mg/ℓ程度 12mg/ℓ程度
カルシウム・マグネシウム等（硬度) 300mg/ℓ以下 165mg/ℓ程度 66mg/ℓ程度
ｐH値 5.8～8.6 7.5程度 7.2程度
残留塩素 0.1mg/ℓ以上 0.3mg/ℓ程度 0.3mg/ℓ程度
硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 10mg/ℓ以下 7.0mg/ℓ程度 2.6mg/ℓ程度
※検査結果の値は、特定の給水栓（本庄地域４か所、児玉地域２か所）で年４回行った検査の平均値です。



平成 27 年度情報公開制度実施状況
平成 27 年度個人情報保護制度実施状況

情報公開制度
○公開を請求できる人　　どなたでも
○公開を請求できる情報　平成18年１月10日以後に
　市職員が職務上作成又は取得した文書、図面及び
　写真などで実施機関が保有しているもの（平成18
　　年１月９日以前の情報についてもできる限り公開
　しています。）

※今年度は、個人情報の訂正、削除及び利用・提供の停止に関す
　る請求はありませんでした。
※不開示とは、不存在及び存否応答拒否等を理由とする決定です。
※公開できない内容の主なものは、請求者本人以外の個人情報等
　です。

請求：平成18年1月10日以後に市職員が職務上作成又は取得した
　　　情報の公開を請求権者が求めること
申出：請求以外の場合

個人情報保護制度
○開示を請求できる人　市に自分の情報が記録・保
　管されている本人（未成年者の場合は、法定代理
　人による代理人請求が可能です｡）
○制度を利用してできること　 情報の開示、事実
　と異なる情報の訂正、収集された情報の削除（手
　続きに違反しているとき)、情報の利用・提供の
　中止（手続きに違反しているとき）

実施
機関

受付件数 決定内容等
請求 申出 全部公開 部分公開 不存在 非公開 取下げ

市長 43 2 64 64 0 4 4
教育委員会 10 5 7 11 0 0 0
議会 3 1 3 2 0 0 0
その他 1 0 0 1 0 0 0
合計 57 8 74 78 0 4 4

実施機関 受付
件数

決定内容等
全部公開 部分公開 不開示 取下げ

市長 29 7 20 1 2
その他 0 0 0 0 0
合計 29 7 20 1 2

17 平成28年６月１日号 16

犬

お知らせ

Dog

Information

●狂犬病予防注射
　平成28年度の狂犬病予防集合注射は終了しました
が、狂犬病予防注射は最寄りの動物病院などで受ける
ことができます。集合注射で予防注射を受けられな
かった場合は、動物病院などで必ず受けてください。
　予防注射料金は、動物病院ごとに異なりますの
で、各動物病院へお問い合わせください。
▷狂犬病予防注射済票の交付
　動物病院などで狂犬病予防注射を受けたときは、
獣医師が発行する注射済証明書を持参してくださ
い。狂犬病予防注射済票を交付します。
　○交付手数料　１頭　５５０円
▷狂犬病予防注射済票の再交付
　紛失又は損傷した場合、再交付します。
　○再交付手数料　１頭　３４０円

●各種手続きの窓口
・本庄市保健センター
・市民福祉課（アスピアこだま内）

　　　　　　　 ★本庄市保健センター☎�２００３

●登録
　犬の登録は、飼い始めた日（生後 90 日以内の犬
の場合は、生後 90 日を経過した日）から 30 日以内
に手続きしてください。また、未登録の犬を飼って
いる人は、速やかに登録をしてください。
▷新規登録
　犬鑑札を交付します。
　○登録手数料 　１頭　３，０００円
▷転入した場合
　転入前の市町村で交付された犬鑑札を持参してく
ださい。その犬鑑札と引き換えに本庄市の犬鑑札を
無償で交付します。なお、旧犬鑑札の提出がない場
合、犬鑑札の交付は有償となります。
▷転出する場合
　本庄市で登録時に交付された犬鑑札を、転出先の
市町村に持参し、犬鑑札の交付を受けてください。
▷犬の死亡・登録事項の変更
　届出が必要となります。窓口へお越しいただくか、
本庄市保健センターへご連絡ください。
▷犬鑑札の再交付
　紛失又は損傷した場合、再交付します。
　○再交付手数料　１頭　１，６００円

犬の登録と狂犬病予防注射はお済みですか？

平成 27 年度 情報公開・個人情報保護制度の実施状況のお知らせ

犬の飼い主は、犬の生涯に１回の登録と、毎年１回の狂犬病予防注射を行うことが法律で義務づけら
れています。

市では、開かれた民主的な市政の実現を目指し、情報公開及び個人情報保護制度を実施しています。

※1件の公開請求に対し、複数の決定がなされたものがあったため、決定内容等の合計が受付件数の合計よりも多くなっています。

Hot Spaceほっとひと息、
　　　　　　　　　　ホットな話題

ま ち か ど S n a p
自然・食・交流　遊楽荘オープン

晴天の総合公園　多くの賑わい

　NPO法人本庄市げんきの郷本泉により整備が進められてきた
本泉地域の交流拠点施設「遊楽荘」（旧本泉保育所）が、５月
12日に本格営業を開始しました。
　遊楽荘では、カラオケなどを楽しむことができるほか、地元
そば粉を使ったそばや焼き魚など、料理長が腕を振るった自慢
の料理を味わえます。また、入浴施設も完備しているため、周
辺にある２つのハイキングコースや季節の花々を楽しむのにも
便利です。詳しくは遊楽荘（☎�００１１）へ。
営業時間　平日：午前11時～午後５時　
　　　　　土・日・祝日：午前11時～午後７時
　　　　　定休日：水曜日

　｢ほんじょう緑の基金」へ、次の団体よ
り多額の寄附をいただきました。寄附金は、
本庄段丘斜面林等の緑の保全のために活用
させていただきます。
◎寄附団体（順不同・敬称略）
　コカ・コーライーストジャパン㈱、㈱伊
藤園、㈱ビバレッジサービスアライ、㈱群
馬ダイドー、中川ストアー、埼玉北部ヤク
ルト販売㈱
★都市計画課☎�１１３７

　５月15日、「イースタン・リーグ公式戦 埼玉
西武ライオンズVS読売ジャイアンツ」と「第10
回本庄総合公園春まつり」が同時開催されました。
　地元を中心とした屋台やＢ級グルメをはじめ、
キッズダンスや猿まわしなどの野外ステージ、も
ちつき、フリーマーケット、その他にもイベント
盛りだくさんで開催された春まつり。天気にも恵
まれ、本庄総合公園にたくさんの人が訪れました。

各団体から寄附 でんごん広場
善意ありがとうございます みなさんの情報交換の場 ○行 ＝行事案内　 ○募 ＝会員募集

「日本の原発と地震・津波・火山」
講演会

日時　６月11日㈯　
　　　午後３時30分～４時30分
場所　はにぽんプラザ多目的ホール
費用　無料　定員　200人（先着順)
※事前申込も可能です。ファックス又
は電話で下記へ
申込・問い合わせ　
小林☎�５７０９（FAX兼用)

金の鈴　カラオケクラブ

日時　毎週月曜日　
　　　午後１時30分～
　　　　　　　３時30分
場所　本庄東公民館
対象　初心者の一般女性
費用　月会費2,000円
問い合わせ
横堀☎�３４０６

○行 ○募

佐々木 正峰 氏
（栄）

宇賀田 秀夫 氏
（小島）

久保田 和義 氏
（四方田）

荻谷 征 氏
（今井）

元文化庁長官元県警部補元児玉郡市広域消防司令長 元県警部

瑞
宝
重
光
章

瑞
宝
単
光
章
（
警
察
功
労
）

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

春
の
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　
４
月
29
日
付
け
の
叙
勲
を
市
内

の
み
な
さ
ん
が
次
の
と
お
り
受
章

さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
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〈
広
告
〉

※
声
の
広
報
（
録
音
Ｃ
Ｄ
）
の
貸
し
出
し
は
、
仮
図
書
館
・
図
書
館
児
玉
分
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
�
１
１
５
５

◎ホームページバナー広告随時募集中！
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
　　　　　　　　　  ★秘書広報課�１１５５

本
人
通
知
制
度
を
ご
存
知
で

す
か
？

　
本
人
通
知
制
度
は
、
代
理
人
や

第
三
者
の
請
求
に
よ
り
住
民
票
や

戸
籍
謄
本
な
ど
を
交
付
し
た
と
き
、

本
人
に
そ
の
事
実
を
通
知
す
る
も

の
で
す
。

　
こ
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

住
民
票
な
ど
の
不
正
請
求
の
早
期

発
見
や
抑
制
に
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
通
知
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

に
登
録
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象　
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
人　

　
又
は
市
内
に
本
籍
が
あ
る
人

登
録
申
請
に
必
要
な
も
の　

　
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認　

　
書
類

申
請
窓
口　
市
民
課
（
市
役
所
１

　
階
）、
市
民
福
祉
課
（
ア
ス
ピ
ア　

　
こ
だ
ま
内
）

※
通
知
の
対
象
と
な
る
の
は
、
代

理
人
が
請
求
し
た
も
の
、
第
三
者

が
請
求
し
た
も
の
で
す
が
、
一
部

該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

★
市
民
課
☎
�
１
１
１
２

　
市
民
福
祉
課
☎
�
１
３
３
３

社
会
教
育
委
員
を
募
集

　
本
庄
市
の
社
会
教
育
の
発
展
に
、

市
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

社
会
教
育
に
関
す
る
各
種
計
画
の

立
案
や
意
見
を
述
べ
て
い
た
だ
く

社
会
教
育
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

応
募
資
格　
市
内
に
住
所
を
有
す

　
る
20
歳
以
上
の
人
で
、
社
会
教

　
育
に
つ
い
て
幅
広
い
見
識
や
関

　
心
の
あ
る
人
（
国
・
地
方
公
共　

　
団
体
の
職
員
を
除
く
）

募
集
人
数　
１
人

任
期　
２
年
（
平
成
30
年
７
月
31

　
日
ま
で
）

応
募
方
法　
応
募
用
紙
に
必
要
事

　
項
を
記
入
し
、
小
論
文
（
社
会

　
教
育
や
家
庭
教
育
な
ど
に
関
す　

　
る
こ
と
及
び
応
募
動
機
）
を
８

　
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
、
左
記

　
ま
で
持
参
又
は
郵
送

※
応
募
用
紙
は
、
生
涯
学
習
課
（
市

役
所
４
階
）、
セ
ル
デ
ィ
で
配
布

又
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
先　
〒
３
６
７
―
８
５
０
１

　
本
庄
市
本
庄
３
―
５
―
３

　
本
庄
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習　

　
課

募
集
期
間　
６
月
３
日
㈮
～
17
日　

　
㈮
（
必
着
）

※
採
否
に
つ
い
て
は
、
後
日
文
書

に
て
通
知
し
ま
す
。

★
生
涯
学
習
課
☎
�
３
２
４
８

お
知
ら
せ

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

毎週火曜日３名様限定無料相談受付中 

なかなか良くならない…

保
育
料
負
担
軽
減
策
の
拡
充

　
保
育
料
（
利
用
者
負
担
額
）
は
、

保
護
者
の
市
民
税
所
得
割
額
の
合

算
に
よ
り
算
定
し
て
お
り
ま
す
が
、

「
幼
児
教
育
の
段
階
的
無
償
化
に

向
け
た
取
組
」
に
伴
い
、
平
成
28

年
度
か
ら
左
記
世
帯
に
係
る
保
育

料
負
担
軽
減
策
が
拡
充
さ
れ
ま
し

た
。

①
要
保
護
世
帯
等
に
係
る
負
担
軽

減
策
の
拡
充

　
ひ
と
り
親
世
帯
等
又
は
在
宅
障

害
者
の
い
る
世
帯
に
つ
い
て
、
市

民
税
所
得
割
合
算
額
が
７
７
、
１

０
１
円
未
満
の
場
合
、
保
育
料
を

第
１
子
は
半
額
、
第
２
子
以
降
は

無
料
と
し
ま
す
。

②
多
子
世
帯
に
係
る
負
担
軽
減
策

の
拡
充

　
市
民
税
所
得
割
合
算
額
が
５
７
、

７
０
０
円
（
教
育
認
定
の
場
合
は

７
７
、
１
０
１
円
）
未
満
の
世
帯

に
つ
い
て
、
保
育
料
を
第
２
子
は

半
額
、
第
３
子
以
降
は
無
料
と
し

ま
す
。

※
①
②
の
世
帯
で
、
同
一
生
計
に

属
す
る
兄
姉
が
い
る
場
合
は
、
兄

姉
の
年
齢
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
子
育
て
支
援
課
☎
�
１
１
２
８

 

「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
相
談

窓
口
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
昨
年
４
月
か
ら
「
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
制
度
」
が
始
ま
り
、
市

で
は
、
生
活
に
不
安
を
抱
え
る
人

や
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
人（
生

活
保
護
受
給
者
を
除
く
）
の
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
に
関
す
る
相
談
窓
口

を
設
置
し
て
い
ま
す
。　

　
専
門
の
相
談
員
が
自
立
に
向
け

た
支
援
内
容
を
一
緒
に
考
え
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
必
要
な

支
援
を
行
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま

ず
に
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
生
活
自
立
支
援
課

　
　
　
　
　
　
　
☎
�
１
１
５
９

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権　

１
１
０
番
」
強
化
週
間

　
子
ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
へ
の
取
り
組
み
と
し
て

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
強
化

週
間
を
設
定
し
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

期
間　
６
月
27
日
㈪
～
７
月
３
日　

　
㈰

時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７　

　
時

※
７
月
２
日
㈯
、
３
日
㈰
は
午
前

10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

電
話
番
号　
０
１
２
０
―
０
０
７
―

　
１
１
０
（
全
国
共
通
・
無
料
）

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま

せ
ん
。

相
談
担
当
者　
法
務
局
職
員
、
子　

　
ど
も
人
権
委
員
会
委
員

※
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

★
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権
擁

　
護
課

　
☎
０
４
８
―
８
５
９
―
３
５
０
７

巡
回
聴
覚
障
害
者
相
談
を
実

施日
時　
７
月
６
日
㈬　
午
前
10
時
～

　
正
午

会
場　
本
庄
市
役
所
５
０
４
会
議　

　
室

対
象　
聴
覚
障
害
者
又
は
聴
覚
障　

　
害
者
と
関
わ
り
の
あ
る
人

相
談
内
容　
仕
事
、
結
婚
、
家
庭
、　

　
健
康
な
ど

※
申
込
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場　

へ
お
越
し
く
だ
さ
い

※
午
後
は
訪
問
相
談
を
行
い
ま
す
。

訪
問
相
談
を
希
望
す
る
人
は
、
左

記
へ
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

連
絡
先

　

埼
玉
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
４
８
―
８
１
４
―
３
３
５
３

　
蕭
０
４
８
―
８
１
４
―
３
３
５
５

★
障
害
福
祉
課
☎
�
１
１
２
５
、　

　
蕭
�
１
９
６
３

あ
た
た
か
い
愛
の
心
で「
献
血
」

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

日
時　
６
月
５
日
㈰　
午
前
10
時
～

　
11
時
45
分
、
午
後
１
時
～
４
時

会
場　
ア
ピ
タ
本
庄
店

対
象　
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
人　

　
（
た
だ
し
、
65
歳
か
ら
69
歳
ま　

　
で
の
人
は
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま　

　
で
の
間
に
献
血
を
し
た
こ
と
が　

　
あ
る
人
に
限
り
ま
す
。）

※
疾
病
や
服
薬
な
ど
に
よ
り
、
献

血
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

種
類　
全
血
（
４
０
０
ml
・
２
０

　
０
ml
）

★
本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
☎
�
２
０
０
３

埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
健

康
長
寿
歯
科
健
診
を
実
施

　
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、
前
年
度
75
歳
に
な
ら

れ
た
後
期
高
齢
者
被
保
険
者
を
対

象
と
し
た
歯
科
健
康
診
査
を
実
施

し
ま
す
。

対
象　
昭
和
15
年
４
月
２
日
か
ら

　
昭
和
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の　

　
人
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保　

　
険
者
証
を
お
持
ち
の
人

受
付
期
間　
７
月
１
日
㈮
～
平
成

　
29
年
１
月
31
日
㈫

＊
詳
細
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
歯

　
科
医
師
会
、
後
期
高
齢
者
医
療

　
広
域
連
合
か
ら
６
月
中
に
届
く

　
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

★
埼
玉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域　

　
連
合
給
付
課

　
☎
０
４
８
―
８
３
３
―
３
１
３
０

不発弾処理について
　５月６日、市内共栄地内での道路工事中に、円筒形
(長さ１m、直径40㎝）の不発弾の様な物体が発見さ
れました。発見当初、直ちに本庄警察署並びに陸上自
衛隊に連絡し、自衛隊の応急調査を行った結果、不発
弾であろうと思われるが表面の錆付きが著しく、番号
等の識別までいたりませんでした。そこで「不発弾様
の物体」とマスコミ発表し、その日の夕刻、本庄市役
所と本庄警察署で第１回対策会議を開催しました。翌
５月７日には本庄市、上里町、本庄警察署、広域消防
本部、周辺の自治会長、上里町の区長、消防団そして
児玉工業団地の関係者が一堂に集まり、第２回対策会
議として情報共有を図りました。
　その後陸上自衛隊第102不発弾処理隊の詳細な調査
の結果、物体は明らかに米国製の250kg爆弾であるこ
とが判明し、改めて市のホームページに掲載したとこ
ろです。
　発見場所はかつて「八

はっちょうはったん
町八反」と呼ばれた陸軍児玉

飛行場の正門跡付近です。年配の皆さまには利根川や
神流川から石を運び、滑走路作りの勤労奉仕をされた

記憶をお持ちの人も大勢おられます。不発弾は先の
大戦末期の空爆によるものに間違いないでしょう。
　この不発弾には起爆装置である信管が付いており、
その場において信管を外す作業を行うことになり
ました。５月20日の第３回対策会議において、処理
作業を６月25日㈯、予備日を翌26日㈰として実施す
ることを決定し、そして当日の避難指定区域を半径
300m以内と定めたところです。すでに自衛隊の処
理隊では信管を安全に取り外すための準備作業（ネ
ジの部分に定期的に油を差す作業）を始めており、
また市では不発弾の防護壁づくり（土

ど の う

嚢を積み上げ
囲む作業）を処理作業の日までに完成させねばなり
ません。
　対象区域の本庄市民、上里町民の皆さまには、当
日作業直前から作業終了までの間、あらかじめ設置
された避難場所その他半径300m以外の区域に避難
をしていただくことをお願いしてまいります。また
交通規制等も引き続き実施いたしますので、市民の
皆さまにはご理解のほどよろしくお願い申し上げます。 
　　                            

本庄市長    
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第
18
回
日
本
建
築
学
会
関
東
支

部
提
案
競
技

【
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
の
部
】
へ

の
提
出
作
品
を
募
集

　
日
本
建
築
学
会
関
東
支
部
が
毎

年
開
催
し
て
い
る
提
案
競
技
の
対

象
が
本
市
に
決
定
し
た
こ
と
に
併

せ
、
写
真
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

部
門　
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

課
題　
未
来
に
の
こ
し
た
い
街
の

　
風
景

対
象
地　
本
庄
市
内

応
募
資
格　
な
し

応
募
方
法　
応
募
作
品
（
１
人
１

　
点
ま
で
）
を
直
接
又
は
郵
送
で

　
提
出

募
集
期
間　
８
月
１
日
㈪
～
９
月　

　
23
日
㈮
（
必
着
）

※
詳
細
は
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
募
集
要
項
は
、
市
街
地
整

備
課
（
市
役
所
２
階
）
で
配
布
、

又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※
入
賞
者
は
10
月
下
旬
に
発
表
、

表
彰
式
は
11
月
下
旬
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

提
出
先　
〒
３
６
７
―
８
５
０
１　

　
本
庄
市
本
庄
３
―
５
―
３

　
本
庄
市
役
所
市
街
地
整
備
課

★
市
街
地
整
備
課
☎
�
１
１
３
８

税
務
職
員
を
募
集

受
験
資
格

①
平
成
28
年
４
月
１
日
に
お
い
て

　
高
校
又
は
中
等
教
育
学
校
を
卒

　
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

　
て
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
人

　
及
び
平
成
29
年
３
月
ま
で
に
高

　
校
又
は
中
等
教
育
学
校
卒
業
見

　
込
み
の
人

②
人
事
院
が
前
記
に
掲
げ
る
人
に　

　
準
ず
る
と
認
め
る
人

試
験
日

・
第
１
次
試
験　
９
月
４
日
㈰

・
第
２
次
試
験　
10
月
12
日
㈬
か　

　
ら
21
日
㈮
ま
で
の
指
定
す
る
日　

　
時

試
験
の
程
度　
高
校
卒
業
程
度

申
込
方
法　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申　

　
し
込
み
（http://w
w

w
.jinji-

　

shiken.go.jp/juken.htm
l

）

　
又
は
希
望
す
る
第
１
次
試
験
地　

　
を
管
轄
す
る
人
事
院
各
地
方
事

　
務
局
に
申
込
書
を
郵
送
又
は
持

　
参

申
込
期
間

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　
６
月
20
日

　
㈪
～
29
日
㈬

・
郵
送
又
は
持
参　
６
月
20
日
㈪
～　

　
22
日
㈬
（
当
日
消
印
有
効
）

★
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
に　
　

　
つ
い
て
は
人
事
院
人
材
局
試
験　

　
課

　
☎
０
３
―
３
５
８
１
―
５
３
１
１

★
前
記
以
外
に
つ
い
て
は
関
東
信

　
越
国
税
局
人
事
第
二
課

　
☎
０
４
８
―
６
０
０
―
３
１
１
１

　
甲
種
防
火
管
理
再
講
習
会
の

お
知
ら
せ　

　
劇
場
、
飲
食
店
、
店
舗
、
ホ
テ

ル
、
病
院
な
ど
不
特
定
多
数
の
人

が
出
入
り
す
る
建
物
（
特
定
防
火

対
象
物
）
の
う
ち
、
収
容
人
員
が

３
０
０
人
以
上
の
甲
種
防
火
対
象

物
の
防
火
管
理
者
は
、
甲
種
防
火

管
理
講
習
を
修
了
し
て
か
ら
５
年

以
内
に
再
講
習
を
受
講
（
そ
の
後

は
５
年
ご
と
に
再
講
習
受
講
義

務
）
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
の
防
火
管
理
者
の
人
は
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
６
月
24
日
㈮　
午
前
９
時　

　
30
分
～
11
時
40
分

会
場　
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部

　
（
西
富
田
９
０
４
―
３
）

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

費
用　
２
、０
０
０
円
（
教
材
費
）

申
込　
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時

　
30
分
ま
で
に
、
申
込
書
に
必
要

　
事
項
を
記
入
、
証
明
写
真
（
縦　

　
2.5
㎝
×
横
２
㎝
）
を
添
付
し
、

　

甲
種
防
火
管
理
講
習
修
了
証
（
新

　
規
又
は
再
講
習
で
最
後
に
受
講　

　
し
た
と
き
の
も
の
）
と
と
も
に　

　
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予
防　

　
課
へ
提
出

※
申
込
書
は
、
児
玉
郡
市
広
域
消

防
本
部
及
び
各
消
防
署
で
配
布
し

ま
す
。
ま
た
、
消
防
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

★
児
玉
郡
市
広
域
消
防
本
部
予
防　

　
課
☎
�
８
３
９
２

本
庄
特
別
支
援
学
校
公
開
週

間
及
び
学
校
説
明
会
の
お
知

ら
せ

　
本
庄
特
別
支
援
学
校
で
は
、
小

学
部
１
年
生
か
ら
高
等
部
３
年
生

ま
で
の
知
的
発
達
に
遅
れ
の
あ
る

児
童
生
徒
が
、
個
に
応
じ
た
支
援

を
受
け
な
が
ら
、
元
気
に
学
校
生

活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

※
本
庄
特
別
支
援
学
校
の
通
学
区

域
は
、
本
庄
市
、
上
里
町
、
神
川

町
、
美
里
町
及
び
深
谷
市
の
「
豊

里
中
学
校
区
」「
岡
部
中
学
校
区
」

で
す
。　

○
第
１
回
学
校
公
開
週
間

日
時　
６
月
27
日
㈪
～
７
月
１
日

　
㈮　
午
前
９
時
45
分
～
正
午 

（
２　

　
校
時
～
４
校
時
）

内
容　
授
業
公
開

※
第
２
回
の
学
校
公
開
週
間
は
、

10
月
31
日
㈪
～
11
月
４
日
㈮
で
す

（
11
月
３
日
㈷
を
除
く
）。

○
学
校
説
明
会

日
時　
10
月
５
日
㈬　
午
前
９
時　
　
　 　

40
分
～
正
午

内
容　
授
業
公
開
、
学
校
概
要
の

　
説
明
、
高
等
部
入
学
選
考
の
説

　
明
、
進
路
指
導
概
要
の
説
明
及

　
び
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
情

　
報
提
供

※
学
校
説
明
会
は
１
回
の
み
実
施
。

★
本
庄
特
別
支
援
学
校
・
間
正

　
　
　
　
　
　
　
☎
�
３
７
４
７

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
内
部
監
査

員
２
０
１
５
年
版
移
行
研
修

を
開
催

日
時　
７
月
13
日
㈬　
午
前
９
時　

　
30
分
～
午
後
４
時
45
分

会
場　
早
稲
田
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク・　

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

内
容　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
：
２
０

　
１
５
年
版
の
内
部
監
査
に
関
す　

　
る
変
更
点
を
解
説
す
る
と
共
に
、

　
新
規
格
の
内
部
監
査
に
お
け
る

　
ポ
イ
ン
ト
を
演
習
な
ど
交
え
て

　
習
得

定
員　
50
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

費
用　
７
、
０
０
０
円
（
テ
キ
ス　

　
ト
代
含
む
。
昼
食
弁
当
付
）

申
込　
７
月
４
日
㈪
ま
で
に
、
住

　
所
・
氏
名
・
年
齢
・
連
絡
先
（
電　

　

話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）

　
を
記
入
の
う
え
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
又
は
電
話
で
左
記
へ

★
（
公
財
）
本
庄
早
稲
田
国
際
リ

　
サ
ー
チ
パ
ー
ク
☎
�
７
４
５
５
・

　
蕭
�
７
４
６
５

催

し

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

５－２－１２

－ －

介
護
予
防
出
前
講
座
を
開
催

し
ま
せ
ん
か

　
地
域
で
活
動
し
て
い
る
集
い
の

場
へ
、
専
門
の
講
師
を
派
遣
し
ま

す
。
介
護
予
防
に
つ
い
て
の
講
座

を
開
催
し
ま
せ
ん
か
。

講
座

○
お
口
の
健
康
に
つ
い
て

　
講
師
：
歯
科
衛
生
士

○
食
事
・
栄
養
に
つ
い
て

　
講
師
：
管
理
栄
養
士
又
は
栄
養

　
　
士

○
運
動
機
能
の
向
上
に
つ
い
て

　
講
師
：
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

○
10
種
類
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

講
師
：
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
職
員
・
市
職
員

○
体
力
測
定
（
市
に
登
録
し
て
い

る
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
限
定
）

　
講
師
：
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
職
員
・
市
職
員

○
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
講
師
：
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト

○
シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー

　
講
師
：
シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
イ
ン　

　
　
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　
内
容
：
体
を
動
か
し
感
覚
器
を　

　
　
刺
激
し
て
脳
を
活
性
化

時
間　
平
日
の
午
前
10
時
か
ら
午　

　
後
３
時
ま
で
の
１
～
２
時
間
程　

　
度（
講
座
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

会
場　
申
込
団
体
で
用
意
（
市
内　

　
の
会
場
に
限
る
）

※
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

は
ビ
デ
オ
上
映
で
き
る
環
境
が
必

要
で
す
。

対
象
団
体　
お
お
む
ね
10
人
以
上 

   

の
参
加
者
が
見
込
め
る
筋
力
ト

   

レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
、
老
人
ク
ラ

   

ブ
、
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ

　
ン
、
そ
の
他
高
齢
者
（
65
歳
以

　
上
）
の
団
体

費
用　
無
料
（
材
料
費
な
ど
が
必

　
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
）

申
込　
開
催
希
望
日
の
２
か
月
前　

　
ま
で
に
直
接
左
記
へ

※
１
団
体
に
つ
き
、
同
年
度
中
に

２
講
座
ま
で
と
な
り
ま
す
。

★
介
護
保
険
課
☎
�
１
７
２
２

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

交
付
金
の
お
知
ら
せ

　
化
学
肥
料
・
化
学
合
成
農
薬
の

５
割
低
減
と
左
記
の
営
農
活
動
を

セ
ッ
ト
で
取
り
組
む
農
業
者
を
支

援
し
ま
す
。

主
な
支
援
の
内
容

①
緑
肥
の
作
付
け

　
10
ア
ー
ル
あ
た
り
８
、
０
０
０
円

②
有
機
農
業

　
10
ア
ー
ル
あ
た
り
８
、
０
０
０
円

③
堆
肥
の
施
用

　
10
ア
ー
ル
あ
た
り
４
、
４
０
０
円

対
象

　
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
定
を
受　

　
け
て
い
る
又
は
、
都
道
府
県
の

　
特
別
栽
培
農
産
物
等
の
承
認
を

　
取
得
し
て
い
る
人
で
２
戸
以
上

　
の
任
意
団
体
に
所
属
し
て
い
る

　
人

申
請
期
間　
６
月
30
日
㈭
ま
で

★
農
政
課
☎
�
１
１
７
７

市
の
公
用
封
筒
に
広
告
を
掲

載
し
ま
せ
ん
か

長
形
３
号
公
用
封
筒
（
主
に
市
役　

　
所
の
各
課
か
ら
市
民
、
関
係
機

　
関
な
ど
へ
の
文
書
送
付
用
）

募
集
期
間　
６
月
24
日
㈮
ま
で（
必

　
着
）

広
告
の
規
格
等

①
掲
載
位
置　
封
筒
裏
面

②
募
集
枠
数　
５
枠

③
枠
の
大
き
さ
（
１
枠
当
た
り
）

　
お
お
む
ね
縦
30
㎜
×
横
85
㎜

④
刷
色　
単
色
（
黒
）

⑤
印
刷
枚
数　
３
０
、
０
０
０
枚

⑥
広
告
料
（
１
枠
あ
た
り
）

　
　
　
　
　
　
３
０
、
０
０
０
円

⑦
掲
載
期
間　
印
刷
後
、
市
が
使　

　
用
を
終
え
る
ま
で
の
期
間
で
、

　
８
月
頃
か
ら
４
か
月
程
度

申
込　
次
の
書
類
を
郵
送
又
は
直

　
接
企
画
課
（
市
役
所
３
階
）
へ

　
提
出

①
有
料
広
告
掲
載
申
込
書
（
企
画

　
課
で
配
布
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
も

　
の
）

②
広
告
の
原
稿
（
電
子
デ
ー
タ
）

③
申
込
者
の
業
務
内
容
な
ど
が
わ

　
か
る
書
類（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
）

④
市
町
村
民
税
の
納
税
証
明
書（
申　

　
込
者
が
市
外
の
場
合
）

郵
送
先

　
〒
３
６
７
―
８
５
０
１

　
本
庄
市
本
庄
３
―
５
―
３

　
本
庄
市
役
所
企
画
課

注
意
事
項

・
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
で
き
な

　
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
な
ど

　
に
よ
り
掲
載
を
決
定
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
「
本
庄
市
有
料
広
告

事
業
取
扱
要
綱
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
企
画
課
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

★
企
画
課
☎
�
１
１
５
７

児
玉
南
土
地
区
画
整
理
登
記

完
了
の
お
知
ら
せ

　
児
玉
都
市
計
画
事
業
児
玉
南
土

地
区
画
整
理
事
業
の
換
地
処
分
に

よ
る
登
記
が
完
了
し
た
旨
、
さ
い

た
ま
地
方
法
務
局
本
庄
出
張
所
か

ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
事
業
地
内
の

登
記
簿
（
土
地
・
建
物
）
の
表
題

部
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

＊
詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

★
市
街
地
整
備
課
☎
�
１
１
４
３
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平
成
28
年
度
教
科
書
展
示
会

の
お
知
ら
せ

日
時　
６
月
17
日
㈮
～
30
日
㈭

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時
15
分

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ

★
学
校
教
育
課 
☎
�
１
１
８
３

本
庄
准
看
護
学
校
学
校
説
明

会
を
開
催

日
時　
第
１
回　
７
月
９
日
㈯

　
第
２
回　
８
月
４
日
㈭　
午
前

　
10
時
～

申
込　
平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後　

　
５
時
ま
で
に
電
話
で
左
記
へ

※
試
験
日
は
、
平
成
29
年
１
月
15

日
㈰
に
な
り
ま
す
。

★
本
庄
准
看
護
学
校

　
　
　
　
　
　
　
☎
�
１
０
４
１

◆
本
庄
市
主
催
事
業

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

教
室

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
一
人

で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

日
時　
７
月
５
日
か
ら
19
日
ま
で　

　
の
毎
週
火
曜
日　
全
３
回　
午　
　

　
後
７
時
～
８
時
30
分

会
場　
シ
ル
ク
ド
ー
ム

対
象　
小
学
生
以
上
の
市
内
在
住・

　
在
勤
・
在
学
者

定
員　
50
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
室
内
用

　
運
動
靴

申
込　
６
月
９
日
㈭
か
ら
電
話
で

　
左
記
へ
（
電
話
申
込
の
み
）

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

 

や
さ
し
い
ヨ
ー
ガ
教
室

日
時　
７
月
５
日
か
ら
８
月
９
日

　
ま
で
の
毎
週
火
曜
日　
全
６
回　

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場　
シ
ル
ク
ド
ー
ム

講
師　
い
し
い　
せ
つ
こ　
先
生

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学　

　
者

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
、
０
０
０
円

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
ヨ
ガ
マ
ッ

　
ト
（
バ
ス
タ
オ
ル
で
も
可
）、
飲

　
み
物

申
込　
６
月
17
日
㈮
か
ら
電
話
で

　
左
記
へ
（
電
話
申
込
の
み
）

※
１
回
の
電
話
で
１
人
分
の
受
け

付
け
。

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

◆
本
庄
市
体
育
協
会
主
催
事
業

市
民
剣
道
大
会

日
時　
８
月
７
日
㈰

　
受
付　
午
前
８
時
40
分
～

会
場　
シ
ル
ク
ド
ー
ム

参
加
資
格　
小
学
生
以
上
の
市
内　

　
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

種
目　
小
学
生
低
学
年
の
部
、
小

　
学
生
高
学
年
の
部
、
中
学
生
の

　
部
、
高
校
男
子
の
部
、
一
般
男

　
子
の
部
、
高
校
・
一
般
女
子
の

　
部

※
全
種
目
個
人
戦
。
男
女
別
で
行

い
ま
す
。

費
用　
無
料

申
込　
７
月
８
日
㈮
ま
で
に
左
記

　
へ

★
剣
道
連
盟
・
高
橋

　
　
　
　
　
　
　
☎
�
８
５
４
７

◆
本
庄
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
主
催
事
業

市
民
軽
登
山

日
時　
７
月
10
日
㈰（
雨
天
決
行
）

　
集
合　
午
前
６
時
20
分

　
出
発　
午
前
６
時
30
分

集
合
場
所　
シ
ル
ク
ド
ー
ム
駐
車

　
場

コ
ー
ス　
黒
班
山(

長
野
県
小
諸

　
市
）　
標
高
２
、４
０
４
ｍ
初
級

　
コ
ー
ス　
歩
行
時
間
３
時
間
30

　
分

対
象　
18
歳
以
上
の
市
内
在
住
・

　
在
勤･

在
学
者

定
員　
40
人（
多
数
の
場
合
抽
選
）

費
用　
５
、
０
０
０
円

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
昼
食
、

　
飲
み
物
、
敷
物
、
雨
具
、
帽
子
、　

　
手
袋
、
履
き
慣
れ
た
軽
登
山
靴　

　
又
は
運
動
靴
、
入
浴
セ
ッ
ト

申
込　
６
月
25
日
㈯
ま
で
に
往
復

　
は
が
き
に
参
加
希
望
者
全
員
（
最

　
大
４
人
ま
で
）の
住
所
・氏
名・　

　
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う

　
え
、
左
記
へ
郵
送
（
必
着
）

郵
送
先　
〒
３
６
７
―
０
０
１
７

　
美
里
町
白
石
９
５
５

　
本
庄
市
山
岳
協
会　
小
野
沢
淳

　
二

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
山
岳
協

　
会
・
小
野
沢
（
☎
�
１
６
２
６
）

　
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

市
民
民
踊
教
室

日
時　
７
月
３
日
か
ら
24
日
ま
で

　
の
毎
週
日
曜
日（
17
日
を
除
く
）　　

　
全
３
回　
午
後
１
時
30
分
～
３　

　
時
30
分

会
場　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ

　
ン
タ
ー
（
本
庄
駅
内
）

講
師　
本
庄
民
踊
レ
ク
連
盟
指
導　
　

　
者

対
象　
市
内
在
住
者

定
員　
40
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
運
動
す
る
服
装
、
運
動
靴

申
込　
６
月
７
日
㈫
か
ら
７
月
１　

　
日
㈮
ま
で
に
電
話
又
は
直
接
体

　
育
課
へ

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
民
踊
レ
ク

　
連
盟
・
森
（
☎
�
７
４
０
０
）

　
へ

★
体
育
課
☎
�
１
１
５
２

◎
開
催
場
所
の
記
載
が
な
い
も
の

は
、
主
催
公
民
館
が
会
場
で
す
。

申
し
込
み
は
い
ず
れ
も
午
前
８
時

30
分
か
ら
で
す
。

児
玉
中
央
公
民
館
（
セ
ル
デ
ィ
）

　
　
　
　
　
　

  

☎
�
８
８
５
１

◆
月
釜
茶
会

　
お
茶
会
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
毎
月
第
２
日
曜
日

に
開
催
し
て
い
ま
す
。
（
た
だ
し
、

１
月
と
８
月
は
お
休
み
で
す
。
）

日
時　
６
月
12
日
㈰　

　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

費
用　
５
０
０
円
（
茶・菓
子
代
）

◆
パ
ソ
コ
ン
入
門
教
室

　
　
　
　
　
（
ワ
ー
ド
文
書
作
成
）　　

日
時　
７
月
１
日
か
ら
22
日
ま
で　

　
の
毎
週
金
曜
日　
全
４
回　
午　

　
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

講
師　
野
口　
朝
代　
先
生

対
象　
ワ
ー
ド
を
初
め
て
習
う
人

内
容　
お
知
ら
せ
の
文
書
や
ハ
ガ　
　

　
キ
サ
イ
ズ
の
案
内
状
な
ど
、
日

　
常
で
も
使
え
る
文
書
の
作
り
方　
　
　

　
を
学
ぶ

定
員　
10
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
、
０
０
０
円

用
意　
筆
記
用
具

申
込　
６
月
15
日
㈬
か
ら
電
話
又　

　
は
直
接
公
民
館
へ

本
庄
公
民
館　
☎
�
７
３
８
３　

◆
お
菓
子
教
室

　
夏
野
菜
の
キ
ッ
シ
ュ
と
ゼ
リ
ー

日
時　
６
月
24
日
㈮　

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　
は
に
ぽ
ん
プ
ラ
ザ　

　
　
　

      

キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ

講
師　
渡
辺　
美
奈　
先
生

内
容　
夏
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
フ
ラ　

　
ン
ス
の
パ
イ
料
理
キ
ッ
シ
ュ
と　

　
レ
モ
ン
の
ゼ
リ
ー
を
作
る

定
員　
16
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
、
２
０
０
円

用
意　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手

　
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　
６
月
15
日
㈬
か
ら
電
話
で

　
公
民
館
へ
（
電
話
申
込
の
み
）　　

 

◆
ホ
ッ
ト
フ
ラ
教
室

　
～
楽
し
く
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
～

は
に
ぽ
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
対
象
事
業

日
時　
６
月
27
日
か
ら
７
月
25
日　

　
ま
で
の
毎
週
月
曜
日
（
７
月
18　

　
日
㈷
を
除
く
）　

全
４
回　

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

講
師　
逸
見　
真
紀　
先
生

内
容　
初
心
者
で
も
で
き
る
や
さ

　
し
い
フ
ラ
ダ
ン
ス
と
タ
ヒ
チ
ア

　
ン
ダ
ン
ス
を
融
合
さ
せ
た
ホ
ッ

　
ト
フ
ラ
で
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
＆

　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

定
員　
25
人
（
先
着
順
）

用
意　
パ
レ
オ
、
汗
拭
き
用
タ
オ　

　
ル
、
飲
み
物

申
込　
６
月
10
日
㈮
か
ら
電
話
又　

　
は
直
接
公
民
館
へ

　
　仁
手
公
民
館　
☎
�
３
５
３
８

◆
楽
し
い
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室

日
時　
６
月
23
日
㈭　
午
後
１
時

　
30
分
～
３
時
30
分

講
師　
富
樫　
理
恵
子　
先
生

内
容　
「
持
っ
て
よ
し
、
バ
ッ
グ

　
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
に
よ
し
」
初

　
め
て
で
も
で
き
る
花
柄
の
彩
色　

　
を
し
た
高
級
感
の
あ
る
合
皮
製

　
バ
ッ
グ
イ
ン
バ
ッ
グ
を
作
成

※
サ
イ
ズ
縦
14
㎝
、
横
22
㎝
、
厚

さ
４
㎝
。

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
、
６
０
０
円

用
意　
筆
拭
き
用
布
、
エ
プ
ロ
ン

申
込　
６
月
９
日
㈭
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ

藤
田
公
民
館　
☎
�
２
３
３
２

◆
ス
マ
ホ
の
学
校
「
初
め
て
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
体
験
教
室
」

日
時　
６
月
22
日
㈬　
午
前
10
時
～

　

正
午
、
午
後
２
時
～
４
時
（
ど　

　
ち
ら
か
を
選
択
）

講
師　
天
田　
亮
介　
先
生

内
容　
ス
マ
ホ･

タ
ブ
レ
ッ
ト
の　

　
基
本
を
レ
ク
チ
ャ
ー
（
シ
ニ
ア　

　
大
歓
迎
）

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
筆
記
用
具

※
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
お
貸

し
し
ま
す
。

申
込　
６
月
８
日
㈬
か
ら
電
話
又　

　
は
直
接
公
民
館
へ

 

◆
は
じ
め
て
の
浴
衣
着
付
教
室

日
時　
６
月
23
日
㈭
・
30
日
㈭

　
全
２
回　
午
後
１
時
30
分
～
３　

　
時
30
分　

講
師　
早
野　
代
志
子　
先
生

定
員　
８
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
浴
衣
、
腰
ひ
も
２
本
、
伊

　
達
締
め
１
本
、
帯
板
、
浴
衣
用

　
帯
、
洗
濯
ば
さ
み
３
個
、
筆
記

　
用
具　
　
　
　
　

申
込　
６
月
８
日
㈬
か
ら
電
話
又　

　
は
直
接
公
民
館
へ

北
泉
公
民
館　
☎
�
２
４
８
４

◆
ゆ
か
た
着
付
け
教
室

日
時　
６
月
22
日
か
ら
７
月
６
日

　
ま
で
の
毎
週
水
曜
日　
全
３
回　

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

講
師　
井
上　
の
り
子　
先
生

内
容　
夏
祭
り
や
花
火
大
会
な
ど
、

　
自
分
で
着
付
け
し
て
出
掛
け
て　

　
み
ま
せ
ん
か

定
員　
８
人
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

用
意　
浴
衣
、
半
幅
帯
、
伊
達
締

　
め
２
本
、
ひ
も
３
本
、
タ
オ
ル

　
３
本
、
コ
ー
リ
ン
ベ
ル
ト

申
込　
６
月
８
日
㈬
か
ら
電
話
又　

　
は
直
接
公
民
館
へ

共
和
公
民
館　
☎
�
０
３
３
７

◆
和な

ご
み
あ
る
和
紙
明
か
り
の
照
明

作
り
教
室

日
時　
６
月
25
日
㈯
・
27
日
㈪

　
全
２
回　
午
前
10
時
～
正
午

講
師　
浅
見　
元
子　
先
生

内
容　
和
紙
を
貼
っ
て
や
さ
し
さ

　
の
あ
る
演
出
を
引
き
出
す
照
明

　
を
作
る

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

費
用　
８
５
０
円
（
材
料
代
）

用
意　
ピ
ン
セ
ッ
ト
、
新
聞
紙
１

　
日
分
、
は
さ
み

申
込　
６
月
８
日
㈬
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ（
火・水・金・

　
土
の
み
連
絡
可
）

◆
清
涼
感
の
あ
る
ミ
ニ
盆
栽
教
室

日
時　
７
月
１
日
㈮　
午
後
１
時　

　
30
分
～
２
時
45
分

講
師　
立
花　
勲　
先
生

内
容　
品
の
良
い
小
さ
な
鉢
に
ミ

　
ニ
盆
栽
仕
立
て
の
寄
せ
植
え
を

　
作
る

定
員　
20
人
（
先
着
順
）

費
用　
１
、０
０
０
円

用
意　
は
さ
み
、
ゴ
ム
手
袋
、
手

　
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　
６
月
10
日
㈮
か
ら
電
話
又　
　

　
は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

　
金
・
土
の
み
連
絡
可
）

児
玉
公
民
館
（
ア
ス
ピ
ア
こ
だ
ま

内
）        　
　
☎
�
４
７
８
９

◆
料
理
教
室

「
旬
を
食
べ
て
か
ら
だ
元
気
」

日
時　
６
月
22
日
㈬　
午
前
９
時

　
30
分
～
午
後
１
時

講
師　
森
谷　
典
子　
先
生

定
員　
15
人
（
先
着
順
）

費
用　
４
０
０
円

用
意　
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
手

　
拭
き
用
タ
オ
ル

申
込　
６
月
10
日
㈮
か
ら
電
話
又

　
は
直
接
公
民
館
へ
（
火
・
水
・

　
金
・
土
の
み
連
絡
可
）

ス
ポ
ー
ツ

公
民
館



　牛乳パックは紙に生まれ変わります
　みなさんから回収した牛乳パックは、トイレッ
トペーパーやティッシュペーパーなどに生まれ変
わります。たとえば、牛乳パック（1000mlサイ
ズ）６枚分がトイレットロール１個分になると
いわれています。
　また、牛乳パックからトイレットペーパーを作る
方が、木からトイレットペーパーを作るよりも、使
うエネルギーが少なくなります。さらにリサイクル
することで、ごみとして焼却処理をしないためＣＯ２
(二酸化炭素）排出量が削減され、環境保全につな
がります。

○光化学スモッグとは
　光化学スモッグは、自動車の排ガスや工場からのばい煙などに含まれる窒素酸化物や炭化水素が、太陽の
紫外線により化学反応を起こしできるものです。光化学スモッグは、一定の濃度になると人の健康や植物な
どに被害をおよぼすことがあります。

○発生しやすい気象条件
　晴れ又は薄曇りで、気温が高く風が弱い日に発生しやすくなります。このようなときは、なるべく屋外に
出ないようにし、窓などはできるだけ閉めるようにしてください。

○健康被害
　目がチカチカしたり、喉に痛みを感じたりした場合は、すぐに洗眼やうがいをしてください。乳幼児、高
齢者、病弱な人は、健康な成人よりも被害を受けやすいので特に注意しましょう。症状が重い場合は、医師
の診断を受けてください。

燃えるごみの約40％を紙類が占め、その中には新聞紙などリサイクルできる
資源が多く含まれています。１人ひとりが分別することで、ごみが大きな資
源に生まれ変わります。自分たちの手で未来を守りましょう。
　　　　　　　　　　★環境推進課☎�１１７２、環境産業課☎�１３３４EC

ガイド

光化学スモッグに注意してください
★環境推進課☎�１１７３

―今月の納税納付［納期限：６月30日㈭］―
・市県民税　１期　・下水道受益者負担金　１期

―市税休日・夜間収納窓口のお知らせ―
日時　６月26日㈰　午前８時30分～午後５時15分
場所   ・市役所１階　収納課
日時　６月６日㈪、７月５日㈫　午後５時15分～７時
場所   ・市役所１階　収納課☎�１１２０
　　　・アスピアこだま　市民福祉課市民税務係☎�１３３３
※市役所へお越しの際は庁舎東側の夜間休日受付通用口を､
アスピアこだまへお越しの際は正面玄関をご利用ください｡

老人福祉センターつきみ荘の休館日　 　☎�３６９６
６日㈪・13日㈪・20日㈪・27日㈪・７月４日㈪

余熱利用施設湯かっこの休館日 　 　　☎�８１２６
６日㈪・13日㈪・20日㈪・27日㈪・７月４日㈪

ボートレース戸田（埼玉県都市競艇組合主催）開催日程
２日㈭～５日㈰、８日㈬～13日㈪

※本庄市は埼玉県都市競艇組合に加入しており、組合
からの配分金をさまざまな事業に活用しています。

回 収 場 所 日　　程 時　　間 問合せ先

アスピアこだま ６月５日㈰
７月３日㈰

午前９時～
11時

 ハートto
　　　  ハート
(佐久間さんち)
☎�９３００市役所 ６月19日㈰

午前９時～
11時、午後
１時～３時

本庄南公民館 ６月11日㈯ 午前９時～
11時

佐久間さんち
☎�９３００

就労継続支援Ｂ型事
業所「佐久間さんち｣
(本庄高校北側）

６月17日㈮ 随時受付 ポノポノ
☎�２１９５

 集団資源回収予定表　＜回収品目は古紙類・缶類です＞

※天候等の理由で変更になる場合もありますので、各団体にご確認ください。
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★今月の児童図書
わんぱく天国　　    佐藤 さとる 著
なぞなぞ学　　　　    稲葉 茂勝 著
遠野物語　　　　    柳田 國男 原作
マツの絵本　　　　    福田 健二 編
しろいやさしいぞうのはなし
　　　　　　    かこ さとし 作・絵
絵で見る日本の歴史    西村 繁男 作

★今月の児童図書
小さなプランクトンの大きな世界
　　　　　　　　    小田部 家邦 文
シュヴァル　　　　    岡谷 公二 文
言葉屋　　　　　    久米 絵美里 作
いろいろおすし　    山岡 ひかる 作
数ってどこまでかぞえられる？
　　　  ロバート・Ｅ・ウェルズ 作

新 着 図 書 案 内 イ ベ ン ト

児 玉 分 館

図書館（いまい台）

開館時間／午前９時30分～午後６時15分
休 館 日／毎週月曜日、30日㈭（館内整理日）
ホームページアドレス　http://www.lib.honjo.saitama.jp/

本庄高校図書館地域開放日
（毎週土曜日）

◎午前９時～午後４時45分
　７月２日
◎午後１時～４時45分
　６月４日・11日・18日・25日・
　７月９日
★本庄高校図書館☎�１１９５

たのしいおはなし会

 絵本と
 わらべうたのおはなし会

埼玉きもの散歩

老人の壁

干したから…

まるごとえだまめ

藤井 美登利 著

養老 孟司　南 伸坊 著

森枝 卓士 写真・文

八田 尚子 構成・文

伝統工芸の多い埼玉
県。なかでも織物が
栄えた地域を著者が
着物を着て巡り紹介
をしています。本庄
織物や歴史ある建物
も登場します。

大好きな虫捕りに明
け暮れる解剖学者・
養老孟司。数多の人
生 を 送 る イ ラ ス ト
レーター・南伸坊。
ともに老人になった
二人の対談集。

やわらかくて甘いえ
だまめは大きくなる
と「大豆」になります。
大豆の歴史や料理な
どを、絵とともにわ
かりやすく紹介しま
す。

毎日の食事に欠かせない「干した」食
べもの。でも、
いったいなぜ

「干す」のでしょ
うか。魅力が詰
まった写真絵
本です。

★今月の一般図書
ワンダフル・ワールド    村山 由佳 著
真説真田名刀伝　　　　    東郷 隆 著
武士の娘　　　　　　    杉本 鉞子 著
ザ・町工場　　　　　    諏訪 貴子 著
人工超知能が人類を超える
　　　　　　　　　　    台場 時生 著

★今月の一般図書
おめかしの引力　　    川上 未映子 著
屋根裏の仏さま　
　　　　　　  ジュリー・オオツカ 著
タマゴマジック　　　　    恩田 陸 著
大橋鎭子と花森安治『暮らしの手帖』
二人三脚物語　　　　    塩澤 実信 著

図 書 館 だ よ り

◇図書館（いまい台）
日時　６月11日㈯　
　　　午前11時～11時30分
　　　６月25日㈯
　　　午後２時～２時30分
内容 「天気・宇宙」をテー
　　　マとした絵本やおはな
　　　しなど
協力　よみきかせサークル「本
　　　　庄ほんの会」のみなさん
◇児玉分館
日時　６月18日㈯　
　　　午前11時～11時30分
内容　「天気」をテーマとした
　　　絵本やおはなしなど
協力　こだまお話しの会・語
　　　りの会「ことより」の   
         みなさん

対象　保育園・幼稚園入園前
　　　のお子さんと保護者
内容　絵本の読み聞かせやわ
　　　らべうたなど
◇図書館（いまい台）
日時　６月２日㈭
　　　７月７日㈭
　　　午前11時～11時30分
◇児玉分館
日時　６月８日㈬　
　　　７月13日㈬　
　　　午前11時～11時30分

いまい台☎�３７４６／児玉分館☎�１７８３
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★子育て支援課☎�１１３０・市民福祉課☎�１３３３

       前原児童センター　☎�９８２０ 日の出児童センター　☎�０４２０ 児玉児童センター　☎�６８０５

６月１日㈬ はみがき製作 ママビクス（講師：入美由紀先生） ミニシアター他

３日㈮ 子育てサロン「ゆうゆう」
幼児安全法 【こんな時どうする】 はみがき製作 大型絵本

６日㈪ 運動あそび 大型絵本 風船あそび

８日㈬ 大きな絵を描こう スキンシップあそび
（講師 : 斎藤小百合先生） まねっこあそび

10日㈮ ねんどあそび ミニシアター他 フラワーペーパーあそび
13日㈪ ３B体操（講師：蔵本祐子先生） 布あそび おえかきあそび

15日㈬ フラワーペーパーあそび 子育てサロン「ゆうゆう」
【雨の日あそび】 布あそび

17日㈮ 親子体操（講師：立石明子先生） 大きな絵を描こう 小麦粉ねんどあそび
20日㈪ おりがみあそび からだを動かそう 歯のはなし（講師：飯島和美先生）

22日㈬ ミニシアター他 音楽 de 読み聞かせ
（にじいろえんぴつのみなさん） かえるのお面を作ろう

24日㈮ ふれあいうたあそび フラワーペーパーあそび からだを動かそう

27日㈪ おえかきあそび ふれあいうたあそび 子育てサロン「ゆうゆう」
【雨の日あそび】

29日㈬ 布あそび リトミック（講師：小川豊子先生） ふれあいうたあそび

７月１日㈮ 子育てサロン「ゆうゆう」
【たなばたかざりをつくろう】 かえるのお面を作ろう おりがみあそび

４日㈪ かえるのお面を作ろう 絵本と工作（講師：小関清美先生） アートバルーンで遊ぼう

６日㈬ シール遊び おまわりさんのおはなし
（パトカーが来ます） ミニシアター他

 ■ 子育てサロン「ゆうゆう」は子育て応援団「本庄びすけっと」のご協力をいただき開催しています。

日　程 時　間
６月７日から28日までの毎週火曜日 午前10時30分～11時30分

児童センターでは、乳幼児の親子が交流する「広場」（前原つどいの広場・日の出つどいの広場・児玉つどい
の広場）を祝日を除く月、水、金曜日に開催しています。また、午前９時から午後２時までは、担当の保育
士が常駐し、育児相談等も受けています。なお、下表のとおり親子でふれあう遊びの講座を開催していますの
で、お気軽にお越しください。

子育て支援のお知らせ

◆親子でふれあうあそびの講座（午前10時〜11時）

つどいの
広場

ママ
  サロン

育児相談
  ・学級

※
講
座
の
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●会場：子育て支援センター（いずみ保育所内）☎�４８９１

■ママサロンは本庄子育てネットのご協力をいただき開催しています。

ママサロンでは、親子で楽しめる歌や
手遊び、絵本の読み聞かせなどをして
います。育児相談も受けています。初
めて参加するママも大歓迎です。

●会場：本庄市保健センター☎�２００３
相談・学級 内　容 日　時 申　込

すくすく相談 身長・体重の計測、
育児・栄養相談

６月23日㈭・７月21日㈭
午前９時30分～11時(15分ごとに実施)
※７月21日㈭は、アスピアこだまで実施

定員あり。
各実施月の１日から本庄
市保健センターへ（電話に
よる育児相談は随時受付）母乳相談 母乳に関する相談

おや親タマゴ
「はじめて生活
with ベビー」

妊娠中の生活、お風呂
の入れ方の実習など

６月11日㈯
午前９時30分～正午 定員あり（随時受付）

児玉児童センター

★日の出保育園☎�５２６３作って食べよう
チョコチップスコーンを
作りましょう！を開催

ベビーリトミック＆親子ビクス

▶日時　６月18日㈯　午後２時～
▶対象　小学生
▶定員　10人（先着順）
▶費用　100円
▶用意　エプロン、マスク、バンダナ、手拭き用タオル
▶申込　６月８日㈬午前９時から電話又は直接下記へ
★児玉児童センター(アスピアこだま内)☎�６８０５

▶日時　６月21日㈫　午前10時～11時
▶会場　日の出保育園保育室
▶対象　０歳児と保護者
※１・２才児対象の「体験広場」もあります。
▶定員　15人（先着順）
▶費用　無料
▶申込　電話又は直接日の出保育園へ

児 童 セ ン タ ー のイベント

　児童手当を受けているすべての人は『児童手当現況
届』を提出しなければなりません。提出がないと資格
があっても手当が受けられなくなります。
　該当者には６月上旬に届出用紙を郵送しますので、
必要事項を記入のうえ期限までに提出してください。
なお、届出用紙が届かない場合は子育て支援課へご連
絡ください。

●提出期限　６月30日㈭

●提出場所　子育て支援課（市役所２階）
　　　　　　市民福祉課（アスピアこだま内）

【郵送提出の場合】
　郵送物の到着日が届出日となります。不着、遅延など
により提出期限に間に合わないと、支給を停止すること
があります。また、記入漏れや書類の不備などがあると、

再度提出していただくことがあります。提出がない場
合は支給を停止しますのでご注意ください。
　なお、郵送事故防止のため、簡易書留、特定記録郵
便など記録に残るもので郵送する事をお勧めします。
●用意　現況届用紙、印鑑（朱肉を使うもの）
　▶︎平成 28 年１月１日の住所が市外の場合
　・受給者本人及び配偶者の平成 28 年度所得・課税証
　　明書（ただし配偶者が受給者の控除対象となって
　　いる場合、配偶者分は不要）
　▶︎厚生年金などに加入している場合
　・受給者の健康保険証のコピー又は年金加入証明書
　▶︎児童の住所が市外の場合
　・世帯全員の住民票で省略のないもの
　※必要に応じてその他書類提出を求める場合があります。

６月 30 日までに『現況届』の提出を
  児童手当を受けているみなさん

Event

催し

７月にお誕生日を迎える小学校
就学前のお子さんの写真を募集
中です。顔のはっきり写ったお
子さんの写真、氏名、ふりがな、
住所、生年月日、保護者の氏名、
連絡先を記入のうえ下記のあて
先へ郵送又は直接持参してくだ
さい。応募多数の場合は抽選と
し、未掲載のお子さんが優先と
なります。※応募いただいた写
真は返却できません。

HAPPY BIRTHDAY
6 月生まれのみんな

髙
た か ぎ

木　優
ゆたか

ちゃん　

6 歳　若泉

山
や ま だ

田 祐
ゆ か な

佳菜ちゃん
2 歳　東台

川
かわにし

西 あかりちゃん　

4 歳　児玉町蛭川

小
こばやし

林 奏
そ う ま

真ちゃん　

1 歳　早稲田の杜

齊
さいとう

藤 仁
に ち か

悠ちゃん　

4 歳　けや木

峯
みねぎし

岸 朔
さ く や

矢ちゃん　

1 歳　西五十子

田
た な か

中 茉
ま の か

乃佳ちゃん

2 歳　児玉町秋山

茂
も て ぎ

木 友
ゆうすけ

佑ちゃん

1 歳　児玉町吉田林

あて先 〒367-8501　本庄市本庄3-5-3　本庄市役所秘書広報課広報広聴係☎�1155　
※締め切りは６月15日㈬必着です｡
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市 民 相 談 （６月～７月）　相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ※市役所の受付は、午前８時30分～午後５時15分です。
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その電話、ちょっと変じゃないですか！
～もしかして、サギ・・・～

相 談 名 相 談 日 時 な ど 会　場 問 い 合 わ せ
行 政 ６月16日㈭　午後１時～４時

市役所１階 市民相談室 
   　　☎�１１１３
市民課☎�１１１２
　　　☎�１１１０

法 律

６月１日㈬・８日㈬・15日㈬・22日㈬　午後１時～４時
◎７月の相談日

弁護士に
よる相談

７月６日㈬・13日㈬　午後１時～４時　
定員＝各６人（先着順)

司法書士に
よる相談

７月20日㈬・27日㈬　午後１時～４時
定員＝各６人（先着順)

不 動 産 ６月10日㈮・７月８日㈮　午後１時～４時
相談員＝不動産無料相談員（宅地建物取引士）

年金・労働 ６月９日㈭　午後１時～４時
相談員＝社会保険労務士　

税 務 ６月14日㈫・７月12日㈫　午後１時～４時
相談員＝税理士　

消 費 生 活
毎週月・水・木・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分 市役所４階 商工観光課 商工観光課 ☎�１１７５

毎週火・金曜日（休日を除く）
午前９時30分～正午、午後１時～３時30分

上里町役場２階
　　　　　産業振興課

上里町役場産業振興課
 ☎�１２３２

人 権
６月14日㈫　午後１時～４時 アスピアこだま１階 

　　　　　　会議室３ 
はにぽんプラザ ☎�０８２８

６月28日㈫　午後１時～４時 はにぽんプラザ１階　
　　　　　　　　控室

家 庭 児 童 毎週月～金曜日（休日を除く)　午前９時～午後４時 市役所２階 子育て支援課 子育て支援課☎�１１２９
（家庭児童相談室）

教 育
（不登校等）毎週月～金曜日（休日を除く)　午前９時30分～午後３時

ふれあい教室
（旧勤労会館２階）

教育支援センター
☎�４２８７

教 育
（いじめ等）

毎週水曜日（休日を除く） 電話相談：午後１時30分～５時
※面談による相談は、電話相談の時間内に事前予約受付

子どもの心の相談員
☎�７３３７

心 配 ご と
毎週月曜日（休日を除く） 午後１時～４時
※相談時間中のご連絡は、☎�８９７６へ

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

本庄市社会福祉協議会
☎�２７５５

毎週月曜日（休日を除く） 午後１時～４時 アスピアこだま１階
　　　　　　　会議室

本庄市社会福祉協議会児玉支所
☎�１２３７

結　　 婚
毎週水曜日（休日を除く) 
午後１時～４時
(最終受付は３時30分） ※相談時間中の

ご連絡は、
☎�８９７６へ

はにぽんプラザ２階
　　　　　　　相談室

本庄市社会福祉協議会
☎�２７５５介護の悩み ６月10日㈮・24日㈮

午後１時～４時

成 年 後 見 ６月14日㈫・28日㈫
午後１時～４時

※各種相談は予約制
※７月の相談予約は、６月20日㈪から受付開始       
   （先着順。受付開始日は電話予約のみ）
※同じ相談に同時に複数の申し込みはできません

　各種相談日
●法律相談　　　　　　　　　　　●行政相談             毎月第３木曜日
・弁 護 士　毎月第１・２水曜日　●不動産相談         毎月第２金曜日
・司法書士　 〃  第３・４水曜日　●年金・労働相談 偶数月第２木曜日
 （労働法律相談のある月は第４水曜日のみ）  ●税務相談　          毎月第２火曜日
●労働法律相談（弁護士）５・８・11・２月の第３水曜日

「
防
犯
安
心
ニ
ュ
ー
ス
」

★
危
機
管
理
課
☎
�
１
１
８
４ ◆おかしいと思ったら、迷わず・すぐに、最寄りの警察署又はけいさつ総合相談センター（☎＃ 9110）。

詐欺！
６月５日㈰ 高 山 整 形 外 科 見 福 ２ 丁 目 ☎�３２４５
６月12日㈰ 田 所 医 院 けや木１丁目 ☎�３４４５
６月19日㈰ 辻 ク リ ニ ッ ク 上里町七本木 ☎�１１１６
６月26日㈰ 寺 坂 医 院 西 富 田 ☎�３３４３
７月３日㈰ 中 沢 皮 膚 科 東 台 ２ 丁 目 ☎�１１１２
７月10日㈰ 中 村 外 科 医 院 日の出３丁目 ☎�６２１１

●小児夜間初期救急診療（本庄総合病院内☎�６１１１）
　診療日　毎週火曜日（休日は除く）　午後６時～９時
　対象　中学生まで
●電話相談をご利用ください
　(相談料無料・通話料利用者負担)
・｢＃8000｣小児救急電話相談
 （ＩＰ電話、ひかり電話、ダイヤル回線からは、
　　　　　　　　　　  　　☎０４８－８３３－７９１１）
 受付時間　月曜日～土曜日 午後７時～翌日午前７時
　　　　    日曜日、休日、年末年始
　　　　　　　　　　　　 午前７時～翌日午前７時
・｢＃7000｣大人救急電話相談
 （ＩＰ電話、ＰＨＳ、ダイヤル回線からは、
                                    ☎０４８－８２４－４１９９)
 受付時間　毎日　午後６時30分～10時30分

★119番は、緊急時（火災やけが人など）の受付専
用電話番号です。夜間など、時間外に診療可能な
病院については、児玉郡市広域消防本部指令課(☎
�1119）でご案内していますので、ご利用くださ
い。ただし、診療科目によっては、県外や児玉郡市
以外の病院をご案内する場合もあります。

●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所（日曜・休日開設）
　（本庄市保健センター内☎�３３２２)
　　診療時間　午前９時～正午、午後１時～４時、午後７時～10時
　　診療科目　内科系疾患
　　※健康保険証を持参してください。
●在宅当番医療機関
　　診療は午前中のみです。当番医は変更になる場合もあります
　　ので、確認してからお出かけください。

休 日 急 患 の 診 療

　
突
発
性
発
疹
症
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原
因

　

突
発
性
発
疹
症
は
、
乳
児
期

に
発
症
す
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る

｢

熱
性
発
疹
症
疾
患｣

と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
１
９
１
０
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医
学
の
教
科
書
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掲
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さ
れ
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よ

う
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と
言
わ
れ
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い
ま
す

が
、
当
時
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な
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ウ
ィ
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あ
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た
め<
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児

期
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熱

が
３
日
程
度
続
い
た
後
、
解
熱
と

と
も
に
鮮
紅
色
の
班
丘
疹
が
体
幹

を
中
心
に
顔
面
・
四
肢
に
出
現
す

る
ウ
ィ
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。

　
そ
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、
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ル
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そ
の
た
め
、
最
近
で
は
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Ｖ
６
、
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Ｈ
Ｖ
７
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染
症
の
み
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「
突
発

性
発
疹
症
」
と
す
る
考
え
方
が
主

流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
エ
ン
テ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
と

い
う
ウ
ィ
ル
ス
で
も
同
様
の
症
状

を
示
す
も
の
が
あ
る
こ
と
や
、

ウ
ィ
ル
ス
は
検
出
さ
れ
ず
、
突
発

性
発
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症
の
よ
う
な
臨
床
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過
を

と
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す
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そ
の
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日
常
よ
く
見
か
け
る
乳
児
期
の

発
熱
発
疹
疾
患
と
し
て
有
名
な

「
突
発
性
発
疹
症
（
Ｈ
Ｈ
Ｖ
感
染

症
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、
感
染
力
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強
く
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め
、
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密
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な
け
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ば

感
染
す
る
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少
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感
染

経
路
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そ
の
ほ
と
ん
ど
が
両
親
や

兄
弟
か
ら
と
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れ
て
い
ま
す
。
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発
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２
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４
日
続

き
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後
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出
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随
伴
症
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し
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下
痢
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風

邪
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・
リ
ン
パ
節
腫
脹
・
大
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門
の
膨
隆
な
ど
が
あ
り
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す
。
症

状
は
数
日
か
ら
１
週
間
位
で
消
失

し
治
癒
し
ま
す
が
、
合
併
症
も
決

し
て
少
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
合
併
症
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い
て

　
合
併
症
と
し
て
比
較
的
頻
度
が

高
い
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
中
耳

炎
や
熱
性
け
い
れ
ん
、
肝
機
能
障

害
で
す
。
し
か
し
頻
度
は
低
い
も

の
の
、
重
症
化
し
て
し
ま
う
も
の
、

命
に
か
か
わ
る
よ
う
な
も
の
ま
で

あ
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

特
に
、
け
い
れ
ん
し
て
い
る
時
間

が
長
い
場
合
や
繰
り
返
す
場
合
な

ど
は
、
焦
点
性
の
け
い
れ
ん
（
脳

の
あ
る
一
部
か
ら
生
じ
る
け
い
れ

ん
発
作
）
や
け
い
れ
ん
後
の
麻
痺
、

て
ん
か
ん
へ
の
移
行
な
ど
が
起
こ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
に

も
、
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
、
心

筋
炎
、血
球
貪
食
症
候
群
、脳
炎・

脳
症
、
ま
た
成
人
に
な
っ
て
か
ら

好
発
し
て
く
る
、
記
憶
障
害
を
伴

い
、
脳
の
海
馬
と
い
う
場
所
に
異

常
を
認
め
る
「
辺
縁
系
脳
炎
」
と

い
う
も
の
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
初
感
染
後
、
体
内
に
潜

伏
し
、
免
疫
不
全
状
態
に
な
る
と

再
活
性
化
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
病

態
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　
突
発
性
発
疹
症
は
、
そ
の
名
か

ら
合
併
症
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
以
上
の
よ
う
に
重

症
化
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
た
め
、

お
子
さ
ん
の
様
子
が
“
何
か
変
だ

な
”
と
感
じ
た
ら
、
一
度
は
主
治

医
を
受
診
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

会話の中でこんな言葉が出たら ・ ・ ・ ・ ・ ・　それは
「携帯電話を失くした（壊した）（番号が変わった）」
「会社の書類や小切手の入ったカバンを忘れた ( 盗まれた )」
「現金を代わりの者が取りに行く」
「医療費の還付金があります」
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

がんばれ！はにぽん　応援する企業・団体

企業・商店等のみなさん

個人で応援してくれる人へ

はにぽん応援団募集
　｢はにぽん」が『ゆるキャラ®グランプリ2016』で全国１位を
獲得するために、応援してくださる企業・団体を募集します。本
庄の名前を全国に広めるために活動する「はにぽん」をぜひ応援
してあげてください。　　　　　

★市民活動推進課（はにぽんプラザ内）☎�０８２８

　『ゆるキャラ®グランプリ２０１６』での投票を呼び掛けるた
め､「はにぽん」はたくさんの人と握手をしてその想いを伝えよ
うと頑張っています｡「はにぽん」を見かけたら、ぜひ握手をし
てその想いを受け取ってあげてください。　　　　

　広報ほんじょう７月号からアンケートにお答え
いただいた人に抽選でプレゼントを差し上げる｢広
報アンケート」コーナーを新設します。
　そこで、お店のイチオシ商品をプレゼントとし
て提供していただける企業・商店等を募集します。

内　　容　PR 活動用のポスター掲示やチラシ等の配架、はにぽ
　　　　　んオフィシャルホームページ上の応援団一覧への掲載
募集期間　６月１日㈬～９月 30 日㈮
参加方法　参加申込書に必要事項を記入のうえ、
　　　　　 直接又は電子メール (　 katudou@
　　　　　  city.honjo.lg.jp) で市民活動推進課（は
　　　　　 にぽんプラザ内 ) へ
※参加申込書は、はにぽんプラザ窓口で配布又は、はにぽ
んオフィシャルホームページからダウンロードできます。

はにサポ（はにぽん応援サポーター）を
まだまだ募集しています。詳しくは、は
にぽんオフィシャルホームページ又は市
民活動推進課にお問い合わせください。

広報アンケートの流れ
　①商品提供申込書により申込
　②広報紙にアンケート・プレゼント・お店の紹介を掲載
　③当選者にプレゼント引換券を送付
　④当選者が店頭で引換券とプレゼントを交換
申　込　申込書に記入のうえ郵送・メール・直接下記へ
※詳しくは、要領をご覧ください。申込書・要領は秘書広報課（市役
所３階）で配布又は市ホームページからダウンロードできます。

申込先　〒367-8501　本庄市本庄3-5-3　
　　　　本庄市役所秘書広報課　　 kouhou@city.honjo.lg.jp 

広報ほんじょうでお店のイチオシPRしませんか

はに
サポ

はにぽんの
出没情報は
コチラ

ボクと握手しよ！10万人握手チャレンジ継続中

https://www.facebook.com/hanipon828

★秘書広報課☎�１１５５

発行部数３２, ５００部！
裏表紙カラー掲載！
当選者が来店！

広報担当

商店・企業等 市　　民

広報紙掲載

商品の提供 アンケート応募

店頭でプレゼント引換

申込
当選者へプレゼント

引換券

プレゼント提供

当選者通知 アンケート応募
Triple win

メリット

30


